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は
じ
め
に
　
―
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
―

　

本
稿
は
、
白
野
夏
雲
（
以
下
、
夏
雲
と
い
う
）
が
明
治
十
八
年
四
月
に
著
し
た
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」（
本

稿
史
料
編
）
に
拠
っ
て
、
夏
雲
に
よ
る
畝
火
山（

１
）全

山
を
神
武
天
皇
陵
と
す
る
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

夏
雲
が
後
世
に
名
を
残
す
に
至
っ
た
の
に
は
、
柳
田
国
男
の
紹
介
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
柳

田
・
比
嘉
春
潮
編
輯
『
島
』（
昭
和
九
年
前
期
）
に
掲
載
さ
れ
た
柳
田
著
「
島
の
三
大
旅
行
家
」
は
、田
代
安
定
・

笹
森
儀
助
と
並
べ
て
夏
雲
を
取
り
上
げ
、
そ
の
著
作
に
『
麑
海
魚
譜
』『
十
島
図
譜
』
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
夏
雲
の
孫
に
当
る
白
野
甲
峯
松
か
ら
貸
与
さ
れ
た
明
治
二
十
六
年
札
幌
宮
司
時
代
の
履
歴
書
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
白
野
夏
雲
翁
略
歴
」
を
載
せ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
夏
雲
は
文
政
十
年
閏
六
月
二
十
六
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日
に
甲
斐
国
都
留
郡
白
野
村
で
生
ま
れ
、
静
岡
藩
士
で
旧
氏
名
は
今
泉
耕
作
で
あ
り
、
明
治
五
年
二
月
に
開
拓

使
九
等
と
な
っ
て
以
降
、
物
産
局
、
内
務
省
地
理
寮
・
地
理
局
、
鹿
児
島
県
属
、
農
商
務
省
属
、
北
海
道
庁
属

等
を
経
て
明
治
二
十
三
年
二
月
に
札
幌
神
社
宮
司
と
な
り
、
明
治
三
十
二
年
九
月
一
日
に
逝
去
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
そ
の
後
柳
田
は
、
鹿
児
島
県
十
島
村
役
場
編
纂
白
野
夏
雲
作
『
十
島
図
譜
』（
昭
和
八
年
五
月
、
単

美
社
）
に
「
序
」
を
寄
せ
、
そ
れ
が
早
く
も
同
年
七
月
発
行
の
柳
田
著
『
退
読
書
歴
』（
書
物
展
望
社
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る（

２
）。

　

ま
た
、夏
雲
の
曾
孫
の
白
野
仁
著
『
白
野
夏
雲
』（
一
九
八
四
年
六
月
、北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
）
の
「
著

書
・
論
文
」
は
、
明
治
十
八
年
四
月
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
を
載
せ
な
い
。
同
書
に
拠
っ
て
「
神
武
天
皇
御
陵

考
」
を
著
し
た
明
治
十
八
年
四
月
前
後
の
夏
雲
の
履
歴
を
み
る
と
、
明
治
十
二
年
以
来
鹿
児
島
県
属
で
あ
っ
た

の
が
明
治
十
七
年
十
一
月
に
は
上
京
し
て
農
商
務
省
属
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
夏
雲
は
そ
の
農
商
務

省
で
は
地
質
調
査
所
事
務
取
扱
申
付
と
さ
れ
て
い
た（

３
）。

事
実
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
に
は
「
地
質
調
査
所
農
商

務
省
三
等
属
白
野
夏
雲
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
夏
雲
は
、
市
井
の
人
と
し
て
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
を

著
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
は
宛
名
を
欠
く
。
い
ず
れ
陵
墓
に
関
す
る
官
庁

に
上
申
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
何
処
に
上
申
さ
れ
た
の
か
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
上
申
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
、
仮
に
上
申
さ
れ
た
と
し
て
ど
の
様
に
扱
わ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る（

４
）。

　
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
は
そ
の
劈
頭
で
「
大
和
国
畝
傍
山
ノ
東
北
ナ
ル
地
名
神
武
田
中
ニ
於
テ
文
久
三
年
ノ
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頃
新
ニ
定
メ
ラ
レ
シ
神
武
天
皇
御
山
陵
ノ
地
ハ
其
当
否
イ
カ
ヽ
有
ヘ
キ
ヤ
ノ
事
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
「
神
武

天
皇
御
陵
考
」
の
主
題
が
明
確
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
当
時
す
で
に
奈
良
県
高
市
郡
山
本
村
に
治
定
さ
れ

て
い
た
神
武
天
皇
陵
を
否
定
し
畝
火
山
全
山
を
神
武
天
皇
陵
と
す
る
説
な
ど
、
ま
さ
に
空
前
絶
後
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

　

そ
の
構
成
は
、
夏
雲
自
身
に
よ
る
「
其
一
」
か
ら
「
其
十
一
」（
但
し
「
其
六
」
は
欠
）
ま
で
の
箇
条
を
立

て
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
毎
に
検
討
を
加
え
自
説
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
順
序
は
夏
雲
に
よ
る

も
の
に
従
い
つ
つ
、
項
目
と
し
て
は
夏
雲
自
身
に
よ
る
「
其
一
」
等
の
数
字
に
よ
る
番
号
で
は
な
く
、
各
史
料

の
名
称
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

な
お
、
以
下
の
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
の
考
察
に
あ
っ
て
は
、
原
文
の
要
旨
を
箇
条
書
き
に
示
し
て
夏
雲
に

よ
る
史
料
の
引
用
の
内
容
と
夏
雲
に
よ
る
主
張
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
著
者
に
よ
る
議
論
は
本

稿
の
末
尾
で
簡
潔
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
は
本
稿
が
、
夏
雲
の
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
が
有
す
る
稀

有
な
発
想
と
そ
の
論
証
を
正
確
に
把
握
し
、
今
後
の
夏
雲
研
究
、
ま
た
神
武
天
皇
陵
研
究
に
い
か
ほ
ど
か
で
も

生
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
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史
料
を
繙
く

　「
御
埋
碑
文
」

　

夏
雲
は
畝
火
山
全
山
を
神
武
天
皇
陵
と
す
る
説
を
主
張
す
る
の
に
先
立
っ
て
、
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
が

ど
の
よ
う
な
根
拠
で
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
の
た
め
に
夏
雲
が
拠
っ
た
の
が
「
御
埋

碑
文（

５
）」

で
あ
る
。
ま
ず
夏
雲
は
「
御
埋
碑
文
」
か
ら
引
く
。

・�

陵
の
年
代
は
悠
か
に
遠
く
封
土
は
荒
れ
、「
民
」
は
収
穫
の
た
め
に
田
と
し
、「
美
佐
牟
邪
伊
（
ミ
サ
ム
ザ
イ
）」

と
の
地
名
だ
け
が
残
る
。

・�「
美
佐
牟
邪
伊
」
と
は
御
陵
の
こ
と
で
あ
る
。
調
べ
て
「
封
限
」（
範
囲
）
も
わ
か
っ
た
。

・�

侵
蝕
を
防
ぐ
た
め
に
「
隍
」
を
四
周
に
設
け
、
約
一
丈
を
掘
り
し
ば
し
ば
「
朽
木
」
を
出
し
、「
瓦
器
」
等

多
数
を
得
た
。
大
き
さ
は
一
様
で
は
な
い
。「
製
」
は
「
古
朴
」
で
恐
ら
く
「
上
世
祭
祀
ノ
具
」
で
、
撤
し

た
後
に
陵
の
傍
の
閑
地
に
積
ん
だ
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
夏
雲
は
い
う
。

・�「
封
限
」
が
わ
か
っ
た
と
い
う
が
ど
の
よ
う
に
調
べ
た
の
か
。「
御
埋
碑
文
」
は
、「
美
佐
牟
邪
伊
」
と
の
地

を
掘
っ
て
「
朽
木
」「
瓦
器
」
多
く
と
「
古
祭
器
」
を
得
た
こ
と
や
「
美
佐
牟
邪
伊
」
と
の
地
名
を
神
武
田

が
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
す
る
。
し
か
し
、「
美
佐
牟
邪
伊
」
と
の
地
名
は
本
州
の
至
る
所
に

あ
る
。
ま
た
、
山
陵
の
築
造
は
厳
密
で
当
時
は
木
材
を
用
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
「
朽
木
」
が
出
る
訳
が
な
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い
。
出
た
の
な
ら
そ
の
理
由
を
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
古
器
物
」
を
出
す
地
も
諸
州
に
あ
る
。

ま
し
て
本
州
な
ら
出
な
い
所
は
な
い
。

・�
つ
ま
り
、「
美
佐
牟
邪
伊
」
の
地
名
も
「
古
器
物
」
が
出
た
の
も
そ
こ
が
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
こ
と
の
確
か

な
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
「
朽
木
」
が
出
た
と
い
う
の
な
ら
む
し
ろ
疑
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

　

神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
『
古
事
記
』
は
「
畝
火
山
之
北
方
白
橿
尾
上
」
と
、『
日
本
書
紀
』
は
「
畝
傍
山
東

北
陵
」
と
す
る
。
夏
雲
は
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
が
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
い
ず
れ
の
記
述
に
も
合

致
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
は
神
武
天
皇
陵
で
は
な
い
と
す
る
。
次
の
通
り
で

あ
る
。

・�『
古
事
記
』
の
い
う
「
白
橿
ノ
尾
上
」
に
神
武
天
皇
陵
は
あ
る
。
畝
火
山
の
「
北
方
」
の
「
白
橿
ノ
尾
上
」

を
探
せ
ば
そ
こ
に
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
「
東
北
陵
」
は
「
ウ
シ
ト
ラ
ノ
ス
ミ
ノ
ミ
サ
ヽ
ギ
」
と

読
む
。
畝
火
山
の
「
丑
寅
ノ
隅
」
に
神
武
天
皇
陵
は
あ
る
。

・�「
白
橿
ノ
尾
上
」「
丑
寅
ノ
隅
」
で
も
な
い
所
に
「
ミ
サ
ム
ザ
イ
」
の
地
名
が
あ
っ
て
も
、掘
っ
て
「
古
器
物
」

が
出
て
き
て
も
、
ま
た
「
御
石
棺
」
に
「
行
当
」
っ
て
も（

６
）、

そ
れ
は
別
の
御
陵
で
あ
る
。

　

ま
た
夏
雲
は
、『
日
本
書
紀
』
に
継
嗣
の
綏
靖
天
皇
が
亡
父
神
武
天
皇
の
陵
の
「
経
営
」
に
三
年
か
か
っ
た

こ
と（

７
）を

指
摘
し
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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・�

神
武
天
皇
陵
は
「
至
大
森
厳
」
で
あ
り
、「
千
万
年
ノ
後
」
で
も
決
し
て
「
無
知
ノ
細
民
等
」
が
農
具
で
平

ら
に
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
で
き
る
位
な
ら
ど
う
し
て
皇
太
子
（
綏
靖
天
皇
）
が
喪
葬
を
司
る
の

か
。
山
陵
の
為
に
三
年
も
か
け
る
の
か
。

・�
皇
太
子
の
孝
純
、
大
勲
の
あ
る
神
武
天
皇
陵
、
当
時
の
「
開
国
」
の
勢
い
、
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
の
神
世
三

陵
や
「
畿
内
近
州
」
の
大
陵
の
壮
大
さ
等
を
考
え
れ
ば
、「
御
埋
碑
文
」
の
説
は
信
頼
で
き
な
い
。

　『
大
日
本
史
』

　

夏
雲
は
『
大
日
本
史
』
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み

で
あ
る
。

　『
前
王
廟
陵
記
』

　

夏
雲
は
『
前
王
廟
陵
記
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

・�『
日
本
書
紀
』
の
「
畝
火
山
東
北
ノ
陵
」
の
訓
み
は
「
ウ
シ
ト
ラ
ノ
ス
ミ
ノ
ミ
サ
サ
ギ
」
が
正
し
く
、「
ウ
シ

ト
ラ
ノ
ミ
サ
サ
ギ
」
は
誤
り
で
あ
る
。『
古
事
記
』
の
「
白
檮
ノ
尾
上
」
の
訓
み
は
「
カ
シ
ノ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
」

が
正
し
く
、「
シ
ラ
カ
シ
ノ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
」
は
誤
り
で
あ
る
。

・�『
前
王
廟
陵
記
』
は
元
禄
十
一
年
の
刊
行
で
元
禄
九
年
の
「
平
安
ノ
人
松
下
某
」
の
「
自
序
」
が
あ
る
。
五

代
将
軍
綱
吉
の
頃
に
当
り
柳
沢
吉
保
は
神
社
・
仏
閣
・
山
陵
の
事
に
携
わ
っ
た
。

・�『
諸
陵
周
垣
成
就
記
』
は
「
内
秘
」
で
世
に
知
る
人
は
な
か
っ
た
が
、
柳
沢
の
家
臣
の
細
井
広
沢
が
一
本
を
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手
記
し
た
も
の
を
夏
雲
が
書
肆
の
「
古
粉
本
」
中
か
ら
得
た
。
そ
れ
は
『
前
王
廟
陵
記
』
に
似
て
い
る
。『
前

王
廟
陵
記
』
は
『
諸
陵
周
垣
成
就
記
』
に
拠
っ
た
も
の
か
。

・�
こ
の
頃
に
神
武
天
皇
陵
の
御
在
所
を
誤
り
始
め
た
。
御
陵
関
係
の
書
籍
は
多
い
が
『
前
王
廟
陵
記
』
を
引
用

し
な
い
も
の
は
な
く
、か
つ
『
前
王
廟
陵
記
』
は
『
諸
陵
周
垣
成
就
記
』
に
似
る
。『
前
王
廟
陵
記
』
は
「
聖

蹟
」
を
主
唱
し
時
世
を
警
め
た
嚆
矢
で
あ
る
が
、『
古
事
記
』
の
「
白
檮
ノ
尾
上
」
を
「
シ
ラ
カ
シ
ノ
尾
上
」

と
、『
日
本
書
紀
』
の
「
東
北
陵
」
を
「
ウ
シ
ト
ラ
ノ
ミ
サ
ヽ
キ
」
と
読
ん
だ
た
め
、
神
武
天
皇
陵
の
御
在

所
は
失
わ
れ
た
。

　『
諸
陵
周
垣
成
就
記
』

　

夏
雲
は
、『
諸
陵
周
垣
成
就
記
』
の
細
井
広
沢
の
「
自
序
」（「
元
禄
十
二
年
九
月
二
十
八
日
識
」）
の
「
神
武

天
皇
ノ
御
陵
畝
火
山
ノ
東
北
ニ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
、
田
ノ
中
ニ
テ
シ
ル
人
ナ
カ
リ
シ
、
所
ノ
民
ジ
ブ
ノ
タ
ト
ヨ
ヒ
侍

リ
、
神
武
ヲ
伝
テ
ア
ヤ
マ
ル
ト
見
エ
タ
リ
」
を
引
き
、
こ
れ
が
神
武
天
皇
陵
の
御
在
所
を
誤
っ
た
も
の
と
指
摘

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

・�

神
武
田
は
「
神
田
」
と
し
て
寄
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
水
田
で
あ
り
、「
池
沼
」
の
よ
う
な
有
様
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。「
低
地
陰
湿
」
の
場
所
で
我
わ
れ
の
祖
先
の
「
冢
地
」
に
も
な
ら
な
い
。「
御
埋
碑
文
」
は
こ

の
よ
う
な
神
武
田
を
神
武
天
皇
陵
と
し
た
。

・�「
陵
冢
」
の
露
出
例
を
考
え
る
と
「
陵
冢
」
は
地
面
を
掘
っ
て
埋
葬
し
た
の
で
は
な
い
。「
山
岡
」
の
地
理
を
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考
え
地
面
を
な
ら
し
て
「
棺
」
を
据
え
、
四
方
よ
り
「
磐
石
」
で
「
槨
」
を
作
り
厚
く
「
土
砂
」
を
盛
り
、

「
樹
木
等
」
を
移
し
た
の
で
あ
る
。

・�
つ
ま
り
、「
地
質
」
に
よ
っ
て
は
土
壌
の
粘
力
が
少
な
い
と
「
土
民
又
ハ
盗
賊
」
が
発
か
な
く
て
も
風
雨
が

浸
蝕
し
て
露
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
ど
う
し
て
田
に
御
在
所
が
あ
る
と
い
う
の
か
。

　

夏
雲
の
主
張
は
こ
こ
に
至
っ
て
極
め
て
明
確
で
あ
る
。
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
は
神
武
天
皇
陵
で
は
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
は
元
禄
年
間
に
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
『
諸

陵
周
垣
成
就
記
』
は
「
自
序
」
で
は
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
を
神
武
天
皇
陵
と
し
て
い
る
が
、
同
書
の
「
神

武
天
皇
御
陵
」
図
に
は
「
植
村
右
衛
門
佐
領
地
／
大
和
国
高
市
郡
四
條
村
」
の
小
丘
を
描
く
。
こ
の
小
丘
は
「
塚

山
」
と
い
わ
れ
こ
れ
以
降
幕
府
に
よ
っ
て
神
武
天
皇
陵
と
し
て
管
理
さ
れ
た（

８
）。

こ
の
夏
雲
の
誤
謬
は
「
神
武
天

皇
御
陵
考
」
を
通
じ
て
の
も
の
で
あ
る
。

　『
広
大
和
名
勝
志
』

　

夏
雲
は
、『
広
大
和
名
勝
志
』「
巻
之
廿
一
添
下
郡
」
の
「
畦
樋
村
」「
畝
傍
村
」
で
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て

述
べ
る
。『
広
大
和
名
勝
志
』
に
は
『
談
峰
縁
起
便
蒙
』『
大
和
志
』『
大
和
名
所
記
』（『
和
州
旧
跡
幽
考
』）『
大

和
名
所
図
絵
』
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
要
旨
を
引
く
。

・�

畝
火
山
は
、「
巍
然
ト
シ
テ
独
立
シ
他
山
相
連
ナ
ル
ナ
シ
」
と
い
う
様
子
で
あ
る
。
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・�

俗
に
「
慈
明
寺
山
」
と
い
う
。

・�
畝
火
山
口
神
社
は
昔
は
畝
火
山
の
山
腹
に
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
の
頂
に
遷
さ
れ
神
功
皇
后
を
祀
る
。

・�
畝
火
山
口
神
社
は
『
神
名
帳
』『
日
本
三
代
実
録
』
に
み
え
、
宮
寺
を
国
源
寺
と
す
る
。
西
麓
に
神
祠
の
趾

が
あ
り
今
は
御
旅
所
と
い
う
。
山
腹
に
馬
繋
と
い
う
所
が
あ
る
。
樋（

畦
樋
）畦

・
大
谷
・
吉
田
・
慈
明
寺
・
山
本
・

大
窪
・
四
條
・
小
世

（
泉
）堂

村
等
の
氏
神
で
あ
る
。

・�

畝
火
山
口
神
社
で
は
、「
毎
歳
二
月
朔
日
」
と
「
霜
月
初
子
日
」
に
「
摂
州
住
吉
社
」
か
ら
「
禰
宜
一
人
」「
土

持
一
人
」「
僕
一
人
」「
馬
一
匹
」
が
来
て
畝
火
山
の
土
を
取
る
事
を
旧
例
と
す
る
。
い
つ
か
ら
の
こ
と
か
は

わ
か
ら
な
い
。

・�

畝
火
山
は
「
岩
山
」
で
「
砥
石
」
を
出
す
。
岩
の
間
か
ら
し
ば
し
ば
「
陶
器
」
を
出
す
。
雨
後
は
よ
く
顕
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
「
人
造
」
で
あ
っ
て
「
天
工
」
で
は
な
い
。
岩
は
硬
く
完
全
な
形
で
は
取

れ
な
い
。「
埴
輪
ノ
類
」
で
あ
ろ
う
。

・�

昔
こ
の
地
は
万
願
寺
と
い
い
四
十
二
院
あ
っ
た
。
そ
の
礎
石
は
な
お
存
す
る
。

　

夏
雲
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

・�『
広
大
和
名
勝
志
』
の
説
は
『
大
和
名
所
記
』
も
異
な
ら
な
い
。

・�

畝
火
山
口
神
社
と
い
い
畝
火
明
神
と
い
い
、
畝
火
村
や
近
村
の
氏
神
で
あ
り
な
が
ら
神
功
皇
后
を
祀
る
い
わ

れ
は
な
い
。
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・�

畝
火
山
の
土
を
「
住
吉
ノ
社
」
に
運
ぶ
起
原
は
不
明
だ
が
、
神
武
天
皇
が
椎
根
津
彦
・
弟
猾
等
に
「
天
ノ
香

山
」
の
土
を
取
ら
せ
「
天
ノ
平
瓮
」
を
作
り
「
天
神
地
祇
」
を
祭
っ
た
「
埴
安
ノ
御
吉
例
」
の
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
か
。

・�
畝
火
山
が
「
岩
山
」
で
「
砥
石
」「
埴
輪
ノ
類
」
を
出
す
と
い
う
が
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
「
古
祭
器
」
を

出
す
地
は
ど
こ
に
も
あ
る
。「
古
器
物
」
が
出
れ
ば
「
古
山
陵
」
と
い
う
の
な
ら
、
畝
火
山
も
山
陵
で
は
な

い
か
。
そ
れ
な
ら
畝
火
山
は
何
天
皇
の
山
陵
な
の
か
。

　

こ
の
末
尾
の
問
い
の
夏
雲
自
身
に
よ
る
答
は
、
も
ち
ろ
ん
、
畝
火
山
全
山
が
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　『
古
事
記
伝
』

　

夏
雲
は
、『
古
事
記
伝
』
が
、『
古
事
記
』
の
「
御
陵
ハ
畝
火
山
ノ
北
方
白
檮
ノ
尾
上
ニ
ア
リ
」
と
の
文
言
に

つ
い
て
、「
白
檮
尾
上
」
は
「
カ
シ
ノ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
」
と
訓
む
こ
と
、山
の
「
ヲ
」
に
は
「
峯ヲ

」
と
「
尾ヲ

」
が
あ
り
、

「
尾ヲ

」
は
鳥
獣
等
の
尾
と
同
じ
く
山
の
裾
の
長
く
引
延
べ
た
所
を
い
い
、「
白
檮
ノ
尾
」
は
畝
火
山
の
「
北
面
」

の
「
尾
」
で
「
白
檮
樹
」
が
多
く
あ
る
の
で
そ
の
名
が
あ
る
と
す
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
の
上
で
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

・�「
白
橿
尾
上
」
を
「
カ
シ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
」
と
訓
む
の
も
、
山
に
「
峯
」
と
「
尾
」
が
あ
る
と
い
う
の
も
よ
い
。

・�

た
だ
し
、「
尾
」
は
鳥
獣
等
の
「
尾
」
と
同
様
山
の
裾
の
長
く
引
延
べ
た
所
を
い
う
と
す
る
が
、こ
れ
は
「
尾
」
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の
文
字
に
拘
わ
る
説
で
我
が
国
の
通
称
の
「
尾
」
と
は
違
う
。
我
が
俗
に
は
山
に
「
峯
」
と
「
尾
」
が
あ
り
、

「
峯
」
は
高
山
の
巓
を
、「
尾
」
は
「
端
山
」「
短
山
」「
長
山
」
等
の
巓
を
い
う
。
幅
の
広
い
も
の
を
「
太
尾
」、

狭
い
も
の
を
「
細
尾
」「
瘠
尾
」
等
と
い
い
、
檞
が
あ
れ
ば
「
カ
シ
ハ
尾
」、
楢
が
あ
れ
ば
「
ナ
ラ
尾
」、
笹

の
み
が
生
え
て
い
る
と
「
サ
ヽ
尾
」、ま
た
「
松
ノ
尾
」「
梅
ノ
尾
」「
滝
ノ
尾
」
等
あ
る
が
皆
山
の
頂
を
指
す
。

そ
う
で
あ
れ
ば
「
尾
」「
尾
上
」「
尾
根
」
は
皆
山
の
頂
で
、『
合
類
節
用
』
に
も
「
本
朝
ノ
俗
山
巓
ヲ
謂
テ

尾
ト
云
フ
」
と
あ
る
。

・�『
万
葉
集
』
巻
八
は
小
治
田
朝
臣
廣
耳
「
ほ
と
と
ぎ
す
な
く
峯
の
う
え
に
」
と
「
尾
」
に
「
峯
」
を
、
同
巻

九
は
大
伴
卿
筑
波
山
に
登
る
長
歌
「
う
そ
む
き
の
ぼ
り
岑
の
う
へ
」
と
「
尾
」
に
「
岑
」
を
あ
て
る
。
こ
の

他
嶺
上
を
「
尾
ノ
上
」
と
訓
む
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
尾
」
が
山
の
頂
を
さ
す
こ
と
は
古

く
か
ら
今
の
俗
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

・�「
畝
火
山
北
面
ノ
尾
ニ
テ
」
と
あ
る
が
、
神
武
天
皇
陵
の
御
在
所
を
畝
火
山
の
「
北
面
」
と
す
る
と
は
『
古

事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
も
な
い
。

・�

神
武
天
皇
陵
の
御
在
所
を
論
じ
た
書
籍
で
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
「
畝
火
山
ノ
北
方
」
と
あ
り
、

論
者
は
多
く
畝
火
山
の
「
北
面
」
の
み
に
注
目
し
て
あ
れ
こ
れ
い
う
が
そ
の
指
す
所
は
大
差
な
い
。

・�「
北
ノ
方
」
が
ど
う
し
て
「
北
ノ
面
」
の
こ
と
に
な
る
の
か
。
畝
火
山
は
「
南
面
」
に
広
が
り
「
旧
都
」（
橿

原
宮
）
に
対
し
「
南
面
」
は
山
の
表
で
、「
北
面
」
は
険
し
く
「
旧
都
」
に
背
き
「
北
面
」
は
山
の
裏
で
あ
る
。
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・�

神
武
天
皇
の
山
陵
の
地
を
定
め
る
の
に
際
し
、
山
が
陽
に
向
い
勢
い
が
寛
や
か
な
「
帝
都
」（
橿
原
宮
）
に

対
す
る
「
表
面
」
を
措
き
、
こ
れ
に
対
し
て
険
し
い
「
裏
面
」
に
神
武
天
皇
の
遺
骸
を
葬
ろ
う
と
す
る
の
は

理
に
お
い
て
あ
り
得
な
い
。
上
代
の
「
陵
冢
」
の
多
く
は
「
南
面
」
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

　

次
い
で
夏
雲
は
再
び
『
古
事
記
伝
』
か
ら
引
く
。
そ
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・�

神
武
天
皇
陵
は
今
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
し
、
綏
靖
天
皇
陵
と
伝
え
ら
れ
る
所
（
ス
イ
セ
ン
塚
古
墳
〔
奈
良
県

橿
原
市
慈
明
寺
町
〕）
は
綏
靖
天
皇
陵
で
な
く
神
武
天
皇
陵
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
は
山
本
村
の
西
の
慈
明
寺
村

の
南
に
連
な
る
高
所
で
畝
火
山
西
方
の
岡
の
上
で
ま
さ
に
「
尾
上
」
の
地
形
で
あ
る
。

・�

こ
れ
は
畝
火
山
の
西
北
に
当
り
、『
日
本
書
紀
』『
延
喜
式
』「
諸
陵
寮
式
」
の
「
東
北
」
と
は
違
う
が
、「
御

陰
井
上
御
陵
」（
安
寧
天
皇
陵
）
も
畝
火
山
の
西
に
あ
る
の
に
『
日
本
書
紀
』
に
は
「
南
」
と
あ
り
、
必
ず

し
も
「
東
北
」
に
固
執
す
る
べ
き
で
な
い
。

・�『
前
王
廟
陵
記
』神
武
天
皇
陵
条
は「
百
年
可
リ
以
来
壊
ツ
テ
糞
田
ト
為
シ
民
其
田
ヲ
呼
ン
デ
神
武
田
ト
字
ス
、

暴
汚
ノ
所
為
痛
哭
ス
可
キ
ナ
リ
、
数
畝
ヲ
餘
シ
テ
一
封
ト
為
シ
」「
夫
レ
神
武
天
皇
ハ
神
世
草
昧
ノ
蹤
ヲ
継

ギ
東
征
シ
テ
中
州
ヲ
平
ケ
王
道
ノ
興
リ
実
ニ
此
ニ
創
ル
、
我
国
君
臣
億
兆
ノ
当
ニ
尊
奉
ヲ
致
ス
ベ
キ
ノ
廟
陵

ナ
リ
、
澆
季
此
ニ
至
ル
、
哀
哉
」
と
い
う
。

・�『
大
和
志
』
に
も
神
武
天
皇
陵
は
四
條
村
に
在
る
と
い
う
。
こ
れ
は
四
條
村
の
一
町
許
東
で
畝
火
山
か
ら
五

～
六
町
東
北
の
田
の
間
に
僅
か
三
～
四
尺
許
の
高
さ
の
小
丘
で
松
一
本
・
桜
一
本
が
生
え
る
。
誰
も
が
こ
れ
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を
神
武
天
皇
陵
の
趾
と
思
う
で
あ
ろ
う
が
決
し
て
こ
れ
で
は
な
い
。
ま
ず
地
形
が
「
白
橿
ノ
尾
上
」
で
は
な

い
。
年
が
経
て
ば
山
も
平
に
な
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
れ
で
も
元
の
形
は
残
る
も
の
だ
が
こ
れ
は
違
う
。
山
と

は
離
れ
て
そ
の
間
に
少
し
も
「
尾
」
の
趾
の
小
高
い
所
は
な
い
。
こ
の
あ
た
り
は
は
じ
め
か
ら
平
原
の
地
と

み
え
る
。

・�

上
代
の
御
陵
等
を
み
る
と
昔
の
形
が
残
る
も
の
も
あ
り
、
発
か
れ
壊
さ
れ
内
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
も
の
も
多

い
が
、
ど
れ
も
高
大
で
石
棺
等
が
明
瞭
で
あ
る
。
当
時
は
厳
密
な
制
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
上
代

の
御
陵
の
名
残
り
と
は
み
え
な
い
。
安
寧
天
皇
陵
・
懿
徳
天
皇
陵
等
は
高
大
で
あ
る
が
、
神
武
天
皇
陵
す
ら

が
か
り
そ
め
の
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

・�「
ヲ
コ
ノ
モ
ノ
」（
痴
の
者
）
が
畝
火
山
の
東
北
に
た
ま
た
ま
こ
の
丘
（
神
武
田
〔
ミ
サ
ン
ザ
イ
〕）
を
見
つ

け
神
武
天
皇
陵
を
定
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
白
橿
ノ
尾
上
」
と
あ
る
の
も
考
え
ず
上
代
の
御
陵
の

様
子
も
知
ら
ず
で
た
ら
め
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
夏
雲
は
い
う
。

・�

綏
靖
天
皇
陵
と
さ
れ
る
も
の
（
ス
イ
セ
ン
塚
古
墳
）
を
綏
靖
天
皇
陵
で
な
く
神
武
天
皇
陵
と
す
る
の
は
『
古

事
記
伝
』
の
説
な
が
ら
賛
成
で
き
な
い
。『
日
本
書
紀
』
の
示
す
方
位
に
こ
だ
わ
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
の

も
承
知
で
き
な
い
。
安
寧
天
皇
陵
は
『
日
本
書
紀
』
に
「
西
南
」
と
あ
る
よ
う
に
ま
さ
し
く
畝
火
山
の
西
南

に
当
る
。『
古
事
記
伝
』
は
ど
う
し
て
こ
れ
を
違
う
と
い
う
の
か
。
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・�『
前
王
廟
陵
記
』『
大
和
志
』
は
四
條
村
の
「
塚
山
」
を
神
武
天
皇
陵
と
す
る
が
違
う
。
理
屈
を
つ
け
て
「
ヲ

コ
ノ
モ
ノ
」
が
畝
火
山
の
東
北
に
た
ま
た
ま
見
付
け
て
定
め
た
も
の
で
、「
白
橿
ノ
尾
上
」
と
あ
る
こ
と
も

上
代
の
御
陵
の
様
子
も
知
ら
ず
で
た
ら
め
だ
と
『
古
事
記
伝
』
が
い
う
の
に
従
う
。
四
条
村
の
「
塚
山
」
は

即
ち
文
久
に
定
め
た
神
武
天
皇
陵
で
あ
る（

９
）。

　『
山
陵
志
』

　

夏
雲
に
よ
る
『
山
陵
志
』
の
評
価
は
総
じ
て
高
い
。
ま
ず
夏
雲
は
、『
山
陵
志
』
が
神
武
天
皇
陵
の
御
在
所

に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』
の
「
畝
傍
山
東
北
ノ
嵎
」
と
『
古
事
記
』
の
「
白
檮
ノ
尾
上
」
を
合
わ
せ
て
「
畝

火
山
東
北
ノ
嵎
ニ
テ
白
檮
ノ
尾
上
ト
云
フ
所
ナ
リ
」
と
す
る
の
は
「
活
眼
」
と
す
る
。
そ
し
て
『
山
陵
志
』
の

神
武
天
皇
陵
に
関
す
る
記
述
を
引
い
た
後
で
、
夏
雲
は
自
ら
の
見
解
を
述
べ
る
。

・�

橿
原
宮
の
白
檮
は
他
か
ら
移
し
た
の
で
は
な
く
自
然
に
生
え
て
い
た
の
で
宮
の
名
と
し
た
と
す
る
の
に
は

従
う
。

・�

尾
上
は
山
の
嵎
の
尾
の
よ
う
な
も
の
と
す
る
点
は
、『
古
事
記
伝
』
と
同
じ
く
未
熟
で
あ
る
。
そ
の
尾
を
探

し
た
た
め
か
え
っ
て
山
の
嵎
を
も
見
失
い
、
畝
火
山
の
東
北
に
向
い
隆
起
し
た
所
を
こ
こ
だ
と
い
う
よ
う
に

な
っ
た
。
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

・�

こ
れ
を
文
久
に
「
御
新
定
」
の
四
條
村
の
御
陵
地
に
比
べ
れ
ば
、
な
お
「
嵎
」
に
も
「
尾
上
」
に
も
因
ん
で

い
る
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。
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次
い
で
『
山
陵
志
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

・�『
大
和
志
』
は
「
御
陵
山
」
を
神
八
井
の
「
墳
」
と
す
る
。
神
八
井
は
畝
火
山
の
北
に
葬
る
と
『
日
本
書
紀
』

に
は
あ
る
が
、
そ
の
山
嵎
の
平
地
の
場
所
は
わ
か
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
大
和
志
』
は
こ
れ
を
認
め
る
。
そ

れ
な
ら
神
八
井
は
人
臣
な
の
に
そ
の
墓
を
な
ぜ
「
御
陵
」
と
い
う
の
か
。
今
「
御
陵
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
は
「
土
人
」
の
「
口
碑
」
に
よ
る
も
の
で
偽
り
で
は
な
い
。
よ
く
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
好
事
者
に
よ
る

臆
断
で
付
会
す
る
よ
う
な
事
柄
で
は
な
い
。

　

続
け
て
夏
雲
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

・�「
訛
」
を
伝
え
る
の
も
「
土
人
」
の
常
で
「
帝
陵
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
御
陵
」
と
伝
え
る
と
も
言
え
な
い
。

こ
の
頃
で
も
「
土
人
」
が
「
神ジ

ン

武ム

田タ

」
を
「
治ジ

部ブ

ノ
田
」、
安
寧
天
皇
陵
を
「
姉
山
」、
綏
靖
天
皇
陵
を
「
主シ

ユ

膳ゼ
ン

塚
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

・�

神
八
井
命
は
綏
靖
天
皇
の
兄
で
、
神
武
天
皇
の
諒
闇
に
際
し
て
兄
弟
が
協
力
し
「
帝
冢
」（
天
皇
陵
）
を
安

全
な
ら
し
め
た
勲
功
も
あ
る
。
特
に
綏
靖
天
皇
の
「
孝
純
」
は
、
神
八
井
耳
命
に
も
弟
道
を
尽
く
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

・�

神
八
井
耳
命
は
綏
靖
天
皇
四
年
四
月
に
亡
く
な
っ
た
。
神
武
天
皇
に
次
い
で
厳
重
の
こ
と
で
あ
り
、「
土
人
」

が
御
陵
と
伝
え
な
い
理
も
な
い
と
は
い
え
な
い
。

・�

そ
れ
が
好
事
者
の
臆
断
で
付
会
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
も
と
よ
り
為
に
す
る
所
が
あ
っ
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て
い
う
の
で
あ
る
。

・�

そ
れ
は
『
古
事
記
伝
』
に
、
神
武
天
皇
陵
は
今
は
わ
か
ら
な
い
、
た
だ
し
綏
靖
天
皇
陵
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
は
綏
靖
天
皇
陵
で
は
な
く
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
と
し
た
条
を
指
す
。

・�
こ
の
よ
う
に
人
の
言
を
臆
断
と
し
、『
山
陵
志
』
も
「
土
人
」
が
神
八
井
耳
の
冢
と
伝
え
た
も
の
を
神
武
天

皇
陵
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
に
臆
断
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

さ
ら
に
夏
雲
は
、『
山
陵
志
』
に
「
其
状
高
壮
ナ
ラ
ス（

（1
（

、
且
宮
車
ニ
象
ラ
ス
、
乃
チ
以
テ
上
古
大
朴
製

（
制
）未

タ

備
ハ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
あ
る
の
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

・�

神
武
天
皇
陵
を
「
高
壮
」
で
な
い
と
す
る
の
は
、
神
武
天
皇
陵
の
た
め
に
決
し
て
賛
成
し
な
い
。

・�

上
古
は
大
朴
で
あ
り
「
製
」（
制
）
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
が
、
陵
を
「
宮
車
」
に
象
り
境
域
を

定
め
役
夫
を
制
限
す
る
の
は
後
の
「
御
制
度
」
で
、
上
古
に
は
自
ず
か
ら
上
古
の
「
御
制
度
」
が
あ
っ
た
。

・�『
山
陵
志
』
は
「
男
女
陵
冢
」
の
「
異
形
」
に
つ
い
て
述
べ
な
い
。
こ
れ
は
、
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
の
よ
う

な
「
上
古
陵
冢
」
が
多
く
遺
る
も
の
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　

夏
雲
は
さ
ら
に
、『
山
陵
志
』の
註
に
み
ら
れ
る『
廟
陵
記
』か
ら
の
引
用
を
指
摘
す
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

・�

畝
火
山
東
北
陵
は
百
年
以
来
耕
作
さ
れ
糞
田
と
な
り
神
武
田
と
い
う
。
な
お
数
歩
を
残
し
て
ひ
と
つ
の
「
封

冢
」
と
な
る
。
今
そ
の
地
を
問
え
ば
神
武
田
と
い
う
。
し
か
し
平
地
で
あ
り
山
の
嵎
を
東
北
に
三
町
ば
か
り

隔
た
り
「
尾
上
」
に
合
わ
な
い
。
数
歩
を
余
し
て
「
一
封
冢
」
が
あ
る
が
こ
れ
も
神
武
田
で
は
な
い
。
神
武
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田
を
東
北
に
三
町
ば
か
り
に
古
墳
（
四
條
村
の
「
塚
山
」）
が
あ
る
。
こ
れ
を
指
し
て
い
る
。

・�
民
の
無
知
は
「
地
利
」
を
貪
り
み
だ
り
に
「
天
子
ノ
陵
墓
」
を
犂
く
。
し
か
し
そ
れ
が
石
棺
に
及
ぶ
と
悚
れ

て
侵
さ
な
い
。
遂
に
数
歩
を
余
し
て
「
封
冢
」
と
な
す
。
物
の
情
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

・�

地
を
均
し
糞
田
と
す
る
。
そ
れ
で
平
気
で
い
る
。

・�

ど
う
し
て
「
封
冢
」
を
三
町
も
外
に
営
も
う
と
す
る
の
か
。
こ
の
古
墳
は
陪
葬
し
た
所
で
は
な
い
の
か
。
神

八
井
の
墓
で
あ
っ
て
も
決
し
て
神
武
天
皇
陵
で
は
な
い
。

・�

神
武
田
は
一
名
「
美
賛
佐
伊
（
ミ
サ
ン
サ
イ
）」
と
い
う
が
「
美
佐
々
岐
」（
ミ
サ
サ
キ
）
が
訛
っ
た
も
の
で

あ
る
。「
山
陵
」
と
「
廟
」
は
通
じ
る
。
今
神
武
田
を
「
美
佐
々
岐
」
と
い
う
。
そ
れ
は
そ
こ
に
か
つ
て
廟

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

・�

か
つ
て
神
武
天
皇
の
祠
廟
が
神
武
田
に
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
そ
れ
が
水
に
流
さ
れ
大
窪
村
に
遷
っ
た
。
大
窪

寺
の
趾
に
国
源
寺
が
あ
る
。
国
源
寺
も
か
つ
て
神
武
田
の
傍
か
ら
移
さ
れ
た
と
伝
え
る
。

・�『
多
武
峯
記
』
に
よ
る
と
泰
善
法
師
が
天
延
二
年
三
月
十
一
日
に
畝
火
山
の
東
北
で
会
っ
た
奇
老
人
が
「
私

の
た
め
に『
大
乗
法
』を
講
じ
国
家
の
幸
福
を
祈
れ
。
自
分
は
人
皇
の
始
祖
で
あ
る
」と
い
い
見
え
な
く
な
っ

た
。
泰
善
は
こ
れ
を
「
瑞
」
と
し
毎
年
三
月
十
一
日
に
来
て
「
法
華
経
」
を
誦
し
た
。
そ
の
た
め
貞
観
二
年

に
大
和
守
藤
原
国
光
が
堂
宇
を
建
て
国
源
寺
と
号
し
た
と
い
う
。そ
の
説
は
嘘
で
あ
る
。僧
侶
の
常
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
堂
宇
は
こ
れ
に
よ
っ
て
創
ま
り
神
武
田
の
傍
を
塔
垣
内
と
い
う
。
当
時
堂
廟
を
建
て
た
所
な
の
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で
「
美
佐
々
岐
」
と
称
し
た
も
の
か
。

　

夏
雲
は
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
。

・�
こ
れ
ら
は
皆
賛
成
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
平
地
で
山
嵎
か
ら
東
北
三
町
離
れ
「
尾
上
」
の
名
に
合
わ
な
い
と

す
る
こ
と
と
い
い
、
世
俗
で
は
「
陵
」
と
「
廟
」
は
通
じ
る
と
す
る
こ
と
と
い
い
、
こ
れ
は
当
時
陪
葬
す
る

所
と
す
る
こ
と
と
い
い
、「
美
佐
々
岐
」
の
名
は
堂
廟
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
す
る
こ
と
と
い
い
、神
武
田
（
ミ

サ
ン
ザ
イ
）
は
神
武
天
皇
陵
で
は
な
い
と
断
言
す
る
論
拠
に
ふ
さ
わ
し
い
。

・�

薩
摩
・
大
隅
・
日
向
で
は
大
き
な
陵
冢
が
あ
れ
ば
近
く
に
二
～
三
の
小
冢
は
必
ず
あ
る
。「
土
人
」
は
こ
れ

を
「
控
ヘ
冢
」
と
い
う
。

・�「
御
埋
碑
文
」
が
掘
っ
て
得
た
と
い
う
「
朽
木
」
の
類
は
当
時
の
堂
宇
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　『
聖
蹟
図
志
』

　

夏
雲
が
最
後
に
取
り
上
げ
た
史
料
は
『
聖
蹟
図
志
』
で
あ
る
。『
聖
蹟
図
志
』
に
豊
富
に
載
せ
ら
れ
た
図
か

ら
夏
雲
は
四
図
を
選
ん
だ
。
そ
の
四
図
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
「
第
一
大
和
国
高
市
郡
畝
火
山
四
方
ヲ
示
ス
」
は
、『
聖
蹟
図
志
』
で
は
「
山
陵
位
置
之
図
第
一
大
和
国
」
と

題
さ
れ
た
も
の
で
、
当
該
地
域
の
概
略
を
示
す
。

　
「
第
二
畝
火
山
南
面
之
図
」
は
、『
聖
蹟
図
志
』
で
は
「
大
和
国
高
市
郡
檜
隈
及
身
狭
越
智
並
畝
傍
山
四
辺
諸

陵
図
」
と
題
さ
れ
た
図
か
ら
「
畝
傍
山
南
面
」
と
題
さ
れ
た
周
囲
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
図
中
に
「
一
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円
砥
石
山
雨
後
岩
際
ヨ
リ
陶
器
出
ス
ト
云
ヲマ

マ

」
と
あ
る
の
は
、
す
で
に
み
た
『
広
大
和
名
勝
志
』
の
記
述
と
よ

く
符
合
す
る
。

　
「
第
三
畝
火
山
西
北
面
之
図
」
は
、『
聖
蹟
図
志
』
で
は
「
畝
傍
山
西
北
面
之
図
」
と
題
さ
れ
た
図
の
全
部
を

載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
夏
雲
は
こ
こ
で
特
に
、
山
口
神
社
の
御
旅
所
と
慈
明
寺
村
が
畝
火
山
西
南
面
の
麓
に
位

置
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
畝
火
山
は
一
名
慈
明
寺
山
と
も
い
い
、
慈
明
寺
村
は
畝
火
山
脈
の
起
こ
る
所
に
存
す

る
と
す
る
。

　
「
第
四
畝
火
山
北
面
之
図
」
は
、『
聖
蹟
図
志
』
で
は
「
畝
火
山
北
面
」
と
題
さ
れ
た
図
の
全
部
を
載
せ
た
も

の
で
あ
る
。
夏
雲
は
こ
こ
で
特
に
、「
山
本
村
神
武
田
」
が
文
久
に
新
た
に
定
め
ら
れ
た
「
神
武
天
皇
ノ
新
御
陵
」

で
あ
る
こ
と
、
畝
火
山
に
あ
る
「
御
陵
又
丸
山
」
が
『
山
陵
志
』
の
い
う
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
こ
と
、
四
条
村

の
「
塚
山
」
が
文
久
以
降
の
綏
靖
天
皇
陵
で
あ
る（

（1
（

こ
と
を
指
摘
す
る
。
い
ず
れ
も
、「
誤
」
っ
て
神
武
田
（
ミ

サ
ン
ザ
イ
）
が
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
夏
雲
の
主
張

　
時
期
区
分

　

夏
雲
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
史
料
を
取
り
上
げ
て
の
議
論
に
区
切
り
を
つ
け
、
畝
火
山
全
山
を
神
武
天
皇
陵

と
す
る
自
説
の
開
陳
に
専
念
す
る
。
ま
ず
夏
雲
が
述
べ
る
の
は
神
武
天
皇
陵
の
御
在
所
を
「
誤
」
っ
た
こ
と
の
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時
期
区
分
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
第
一
期
」
で
あ
る
。

・�
貞
観
二
年
に
藤
原
国
光
が
多
武
峯
の
僧
泰
善
の
言
に
よ
り
「
神
武
帝
廟
」
お
よ
び
堂
宇
を
建
立
し
た
。
そ
れ

は
「
仏
徒
妄
誕
」
の
説
で
、
畝
火
山
後
背
の
神
武
天
皇
陵
の
御
在
所
に
論
を
及
ば
さ
な
か
っ
た
。

　

次
い
で
「
第
二
期
」
で
あ
る
。

・�

元
禄
十
年
に
幕
府
の
厳
命
に
よ
り
御
陵
の
周
垣
が
正
さ
れ
た
時
、
そ
の
役
に
任
じ
ら
れ
た
人
び
と
が
深
く
考

え
も
せ
ず
こ
の
堂
廟
跡
を
神
武
田
と
い
う
の
を
認
め
て
神
武
天
皇
陵
を
定
め
た（

（1
（

。

　

さ
ら
に
「
第
三
期
」
で
あ
る
。

・�

文
久
三
年
の
御
陵
を
め
ぐ
る
動
向
の
際
、
元
禄
に
周
垣
も
整
え
ら
れ
ミ
サ
ン
ザ
イ
と
の
地
名
も
あ
り
掘
っ
て

「
古
器
物
」
を
得
た
の
で
、
神
武
天
皇
の
「
新
御
陵
」
が
定
め
ら
れ
た
。

　

夏
雲
に
言
わ
せ
れ
ば
こ
れ
ら
は
総
て
「
誤
」
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
夏
雲
は
こ
の
誤
っ
た
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
「
カ
ケ
マ
ク
モ
カ
シ
コ
ケ
レ
ト
神
武
天
皇
ノ
真
御
陵
ハ

正
シ
ク
此
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
別
ニ
坐
ス
ヘ
キ
ハ
論
ナ
ク
」
と
し
た
上
で
、「
其
別
ニ
坐
ス
ヘ
キ
真
御
陵
ノ
御
在
所

ヲ
茲
ニ
陳
述
ス
ル
ニ
方
リ
、
先
ツ
畝
火
山
ノ
形
勢
ヨ
リ
説
キ
起
ス
ヘ
シ
」
と
「
畝
火
山
ノ
形
勢
」
に
注
目
し
た

議
論
を
始
め
る
。

　「
畝
火
山
ノ
形
勢
」
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夏
雲
は
「
畝
火
山
ノ
形
勢
」
を
述
べ
る
に
際
し
て
「
第
一
図
畝
火
山
正
面
」「
第
二
図
畝
火
山
後
面
」
を
掲

げ
る
。
た
だ
し
夏
雲
は
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
本
文
で
は
「
甲
乙
二
図
」
と
す
る
。
夏
雲
は
こ
れ
ら
の
図
を
駆

使
し
て
自
説
を
展
開
す
る
。
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・�

畝
火
山
の
形
勢
は
東
北（

（1
（

に
聳そ

び

え
岨そ

ば
だち

西
南
に
寛ゆ

る

く
延
び
た
野
中
に
独
立
し
た
「
丘
山
」
で
あ
る
。
山
勢
が
寛

く
延
び
「
帝
都
」（
橿
原
宮
）
に
向
っ
た
西
南
面
が
「
表
面
」
で
、
こ
れ
に
背
を
向
け
て
聳
え
岨
だ
っ
た
東

北
面
が
「
裏
面
」
で
あ
る
。

・�

そ
れ
で
は
『
古
事
記
』
の
「
白
檮
ノ
尾
上
」
は
ど
こ
か
。「
尾
上
」「
尾
」
が
我
が
俗
で
は
古
く
か
ら
「
山
ノ

嶺
」
で
あ
る
な
ら
、
畝
火
山
の
南
方
で
「
檮
樹
」
が
多
い
所
を
「
橿
原
ノ
宮
」
と
し
た
の
で
あ
り
、「
宮
樹
」

（「
白
橿
」）が
畝
火
山
頂
上
ま
で
連
な
る
の
で
あ
れ
ば
畝
火
山
の
頂
も「
橿
ノ
尾
上
」と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

畝
火
山
の
頂
が
「
白
橿
ノ
尾
上
」
な
ら
神
武
天
皇
陵
は
そ
こ
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

・�

次
い
で
『
日
本
書
紀
』
の
「
丑
寅
（
東
北
）
ノ
嵎
」
は
ど
う
か
。
畝
火
山
は
東
北
に
切
り
立
ち
西
南
に
寛
く

延
び
更
に
東
北
に
向
っ
て
少
し
づ
つ
高
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
番
高
い
所
が
「
白
橿
ノ
尾
上
」
で
あ
り

「
丑
寅
ノ
嵎
」
で
あ
る
。

・�『
山
陵
志
』
も
「
東
北
ノ
嵎
」
の
「
白
橿
ノ
尾
上
」
に
注
目
し
た
の
は
「
活
眼
」
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は

そ
の
「
山
嵎
」
の
指
す
方
向
に
山
を
越
え
東
北
の
麓
に
下
り
た
と
こ
ろ
を
山
の
嵎
と
み
て
、「
土
人
」
が
神

八
井
耳
命
の
塚
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
神
武
天
皇
陵
は
こ
こ
だ
と
い
っ
た
。
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・�

こ
れ
は
、『
古
事
記
伝
』
が
『
日
本
書
紀
』
が
示
す
方
位
に
も
拠
ら
ず
（
ス
イ
セ
ン
塚
を
取
り
上
げ
て
）
綏

靖
天
皇
陵
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
実
は
神
武
天
皇
陵
だ
と
い
う
の
に
比
べ
れ
ば
優
れ
て
い
る
よ
う
で
は
あ

る
。
し
か
し
五
十
歩
百
歩
で
あ
る
。

・�『
古
事
記
』
の
「
白
檮
ノ
尾
上
」
が
『
日
本
書
紀
』
の
「
丑
寅
ノ
嵎
ノ
御
陵
」
な
ら
、
畝
火
山
の
「
表
面
」

が
「
帝
都
」
に
向
い
た
西
南
の
麓
に
畝
火
山
口
神
社
の
趾
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
ま
さ
に
畝
火
山
全
山

を
「
皇
祖
」（
神
武
天
皇
）
の
「
御
陵
山
」
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

・�

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
規
模
の
「
壮
大
」
な
神
世
三
陵
や
畿
内
近
州
の
著
名
な
大
山
陵
に
比
べ
て
も
「
御
大
祖

ノ
御
陵
」
と
尊
称
し
て
恥
の
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

・�

皇
太
子
（
綏
靖
天
皇
）
の
「
御
孝
純
」
で
「
大
御
心
」
を
専
ら
「
御
喪
事
」
に
留
め
た
の
も
尊
い
こ
と
で
あ

る
。

・�

畝
火
山
は
「
御
峯
山
」
と
も
い
う
。「
御
峯
」
と
は
「
皇
祖
」
の
「
大
峯
」
な
の
で
尊
称
す
る
。

・�

畝
火
山
口
神
社
は
中
古
山
頂
に
遷
り
麓
に
は
そ
の
旧
趾
が
あ
り
今
は
「
御
旅
所
」
と
い
う
。

・�

山
口
神
社
は
元
来
神
武
天
皇
の
「
御
廟
所
」
で
あ
り
、中
古
山
上
に
遷
し
後
に
そ
の
祭
神
も
神
功
皇
后
と
な
っ

た
が
、
こ
の
「
御
山
」
に
神
功
皇
后
を
祀
る
謂
れ
は
な
い
。

・�

神
武
天
皇
は
「
人
皇
ノ
大
御
祖
」
で
あ
り
こ
の
「
御
陵
」
を
「
人
王
御
陵
」
と
も
こ
の
「
御
山
」
を
「
人
皇

山
」
と
も
「
土
人
」
は
称
し
た
が
、
後
に
「
人
皇
」
を
も
「
人ニ

ン

王ノ
ウ

」
と
い
う
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
神
功
皇
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后
の
名
が
一
時
高
か
っ
た
の
で
「
人ニ

ン

皇コ
ウ

」
を
「
神シ

ン

功ゴ
ウ

」
と
も
「
土
人
」
は
訛
っ
た
こ
と
も
な
い
と
は
い
え
な

い
。
乱
世
が
続
い
た
頃
に
は
つ
い
に
関
連
書
も
そ
の
訛
伝
を
記
し
た
か
。
そ
れ
な
ら
畝
火
山
口
神
社
は
上
代

に
は
神
武
天
皇
の
「
御
廟
」
で
あ
り
、こ
の
「
御
廟
」
を
中
古
に
山
上
に
遷
し
た
の
で
今
は
山
上
に
存
す
る
。

御
社
は
神
武
天
皇
の
「
大
廟
」
で
あ
る
外
に
は
な
い
。

・�

訛
伝
の
例
と
し
て
は
、
神
武
田
を
「
治
部
の
田
」、
安
寧
陵
を
「
姉
山
」、
綏
靖
陵
を
「
主
膳
塚
」
と
す
る
等

が
あ
る
。

・�

日
向
は
神
武
天
皇
が
し
ば
し
ば
「
神
都
」
を
遷
し
た
地
で
至
る
処
に
古
陵
冢
も
多
く
、
宮
崎
の
北
の
高
岡
郷

な
ど
は
そ
の
野
原
に
ま
さ
し
く
四
十
八
所
の
古
墳
が
連
な
っ
て
遺
る
。
こ
れ
ら
の
墳
上
に
は
社
堂
の
あ
る
も

の
と
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
そ
の
社
の
あ
る
も
の
を
問
う
と
天
神
と
い
う
。
天
神
と
は
何
か
と
問
う
と
天
満

天
神
と
も
知
ら
な
い
と
も
い
う
。
そ
の
堂
の
あ
る
も
の
を
問
う
と
地
蔵
と
い
う
。

・�

こ
れ
は
上
代
に
天
ツ
神
・
国
ツ
神
の
称
呼
も
正
し
く
、
天
ツ
神
を
葬
っ
た
墳
を
天
神
の
墳
、
国
ツ
神
を
葬
っ

た
冢
を
地
神
の
冢
と
伝
え
る
の
を
、
後
に
菅
原
の
神
が
天
満
天
神
の
号
を
賜
り
天
満
天
神
の
名
が
世
に
高
く

総
て
の
天
神
の
社
は
皆
天
満
天
神
の
社
と
「
土
人
」
が
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
同
じ
例
と
い
え
る
。

・�

ま
た
薩
摩
の
可
愛
の
山
陵
（
天
津
日
高
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
陵
）
は
古
く
は
山
上
に
「
大
廟
」
が
あ
っ
た
の
を
後

に
山
腹
に
遷
し
麓
に
は
「
御
廟
」
は
な
い
。
大
隅
の
高
屋
の
山
陵
（
天
津
日
高
彦
火
火
出
見
尊
陵
）
は
山
上

に
「
小
社
」
が
、
麓
に
「
大
廟
」
が
あ
る
。
大
隅
の
吾
平
の
山
陵
（
天
津
日
高
彦
波
瀲
武
鸕
鷀
草
不
葺
合
尊
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陵
）
も
山
上
に
「
小
社
」
が
あ
る
。
日
向
鵜
戸
の
「
御
廟
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
よ
れ
ば
、
神
武
天
皇

陵
も
御
陵
所
に
「
小
社
」
が
山
下
に
「
大
廟
」
が
あ
っ
た
の
が
後
に
山
下
の
「
大
廟
」
は
廃
し
て
山
上
の
「
小

社
」
の
み
存
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

・�
そ
れ
な
ら
、
後
に
山
口
神
社
を
山
上
に
遷
し
た
の
で
は
な
く
、
山
上
の
御
社
だ
け
が
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

・�

後
世
に
神
功
皇
后
を
畝
火
山
に
祀
っ
た
に
も
せ
よ
、『
古
事
記
』に
い
う「
白
檮
ノ
尾
上
」は
畝
火
山
の
頂
で
、

『
日
本
書
紀
』
に
い
う
「
丑
寅
ノ
嵎
」
は
畝
火
山
上
の
嵎
を
指
し
、
畝
火
山
口
神
社
趾
か
ら
み
れ
ば
畝
火
山

全
山
は
ま
さ
し
く
神
武
天
皇
の
「
御
陵
山
」
で
あ
る
。

・�『
古
事
記
伝
』
が
綏
靖
天
皇
陵
を
神
武
天
皇
陵
と
し
、『
山
陵
志
』
が
神
八
井
命
の
冢
を
神
武
天
皇
陵
と
す
る

の
は
臆
断
で
あ
る
。

・�

夏
雲
が
畝
火
山
全
山
を
「
御
陵
山
」（
神
武
天
皇
陵
）
と
し
、
そ
の
山
頂
を
「
白
檮
ノ
尾
上
」
と
す
る
の
も

ま
た
臆
断
と
い
う
の
か
。
し
か
し
臆
断
と
は
皆
そ
の
人
の
卓
見
で
あ
る
か
ら
、
多
く
の
人
び
と
の
臆
断
を
集

め
て
「
塩
土
老
翁
」
を
待
っ
て
教
え
を
乞
い
た
い
。「
淡
海
老
嫗
」「
塩
土
老
翁
」
が
現
れ
る
時
は
く
る
だ
ろ

う
か
。

小
括

　

こ
れ
ま
で
に
み
た
夏
雲
の
議
論
の
主
要
な
点
を
ま
と
め
る
と
、
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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・�『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
が
示
す
神
武
天
皇
陵
の
場
所
は
、
畝
火
山
の
外
で
は
な
く
、
畝
火
山
の
山
頂
を
示

す
も
の
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
畝
火
山
は
、
南
西
に
ゆ
る
や
か
に
拡
が
り
橿
原
宮
に
面
し
、
北
西
は

厳
し
く
切
り
立
っ
て
い
る
。
従
っ
て
南
西
が
表
面
で
北
西
が
裏
面
で
あ
る
。
な
ら
ば
こ
の
畝
火
山
全
山
を
神

武
天
皇
陵
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

・�

現
在
治
定
さ
れ
て
い
る
神
武
天
皇
陵
（
神
武
田
〔
ミ
サ
ン
ザ
イ
〕）
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
記
述

に
も
合
わ
ず
、
到
底
真
の
神
武
天
皇
陵
と
は
い
え
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
中
に
は
夏
雲
が
地
質
調
査
所
、
ま
た
農
商
務
省
に
属
し
て
い
れ
ば
こ
そ
の
事
柄
も
多
分
に
含
ま
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
例
え
ば
左
の
諸
点
等
で
あ
る
。

・�『
諸
陵
周
垣
成
就
記
』
条
に
み
え
る
、「
陵
冢
」
の
造
営
の
際
の
「
棺
」「
槨
」
等
の
据
付
に
つ
い
て
注
目
す

る
点
。

・�『
広
大
和
名
勝
志
』
の
条
に
み
え
る
、
畝
火
山
は
「
岩
山
」
で
「
砥
石
」
を
出
す
と
す
る
点
。

・�『
古
事
記
伝
』
条
に
み
え
る
、
山
の
形
状
を
示
す
語
（「
尾
」「
峯
」
等
）、
ま
た
畝
火
山
及
び
そ
の
周
辺
の
植

生
（「
橿
」）
に
注
目
す
る
点
。

・�『
山
陵
志
』
条
に
み
え
る
、
橿
原
宮
の
植
生
（「
白
橿
」）
に
注
目
す
る
点
。

・�『
聖
蹟
図
志
』
条
に
み
え
る
、
畝
火
山
の
形
状
に
注
目
す
る
点
。

　「
御
陵
地
ノ
兼
テ
相
違
セ
シ
コ
ト
」
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こ
こ
ま
で
縷
々
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
を
読
み
解
い
て
き
て
、
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
夏
雲
の
考
え
は
明

瞭
で
あ
る
。
畝
火
山
全
山
が
神
武
天
皇
陵
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
考
え
て
も
み
れ
ば
、
神
武
天
皇
陵
畝

火
山
説
を
夏
雲
が
唱
え
る
以
上
、
そ
れ
は
神
武
天
皇
陵
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
説
、
つ
ま
り
当
時
に
お
け
る

神
武
天
皇
陵
の
治
定
の
否
定
と
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
当
然
で
あ
る
。

　

夏
雲
も
こ
の
こ
と
に
大
い
に
自
覚
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
が
神
武
天
皇
陵
で
は
な

い
と
考
え
る
の
は
夏
雲
ひ
と
り
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
夏
雲
は
い
う
。

　

�

当
御
陵
地
（
神
武
田
〔
ミ
サ
ン
ザ
イ
〕）
ノ
兼
テ
相
違
セ
シ
コ
ト
ハ
往
々
世
人
中
ニ
モ
私
評
致
候
者
モ
不
尠
、

夏
雲
等
モ
再
時
本
州
ニ
立
入
右
新
御
陵
ヲ
拝
シ
奉
ル
毎
ニ
果
シ
テ
世
人
私
評
ノ
如
ク
全
ク
御
真
地
ニ
ハ
ア
ル

マ
シ
キ
事
ヲ
深
ク
疑
惑
セ
シ

　

こ
こ
に
「
往
々
世
人
中
ニ
モ
私
評
致
候
者
モ
不
尠
」
と
あ
る
の
は
、
神
武
天
皇
陵
は
間
違
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
「
私
評
」
す
る
人
は
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
世
人
」
に
対
す
る
神
武
天
皇
陵
の
い
わ
ば

信
憑
性
は
こ
の
程
度
の
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
の
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）

神
武
天
皇
陵
否
定
論
が
刊
行
さ
れ
あ
る
い
は
報
じ
ら
れ
た
例
な
ど
少
な
く
と
も
管
見
の
限
り
確
認
さ
れ
な
い
。

天
皇
陵
の
治
定
に
つ
い
て
の
社
会
一
般
に
お
け
る
議
論
は
、
こ
の
時
期
す
で
に
制
限
さ
れ
あ
る
い
は
禁
じ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
明
治
天
皇
は
大
和
国
及
び
京
都
行
幸
の
途
次
、
明
治
十
年
二
月
十
一
日
の
紀
元
節
に



一
四
五

白野夏雲の神武天皇陵論

神
武
天
皇
陵
を
親
祭
し
告
文
を
奏
し
て
い
る
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
『
明
治
天
皇
紀
』
同
日
条
綱
文
は
「
正
服

著
御
、
神
武
天
皇
畝
傍
山
東
北
陵
に
臨
幸
し
、
御
拝
あ
り
、
御
告
文
を
奏
し
た
ま
ふ
、
儀
仗
兵
の
整
列
、
御
拝

の
次
第
等
、
総
て
後
月
輪
東
山
陵
（
引
用
註
、
孝
明
天
皇
陵
）
に
於
け
る
が
如
し（

（1
（

」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

神
武
天
皇
陵
が
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
に
治
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
国
家
的
儀
式
は
す
で
に
完

成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
経
て
な
お
と
言
う
べ
き
か
、
そ
れ
を
経
て
こ
そ
と
い
う
べ
き
か
、
す
で
に
治

定
さ
れ
て
い
る
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
少
な
か
ら
ぬ
人
び
と
に
よ
る
「
私
評
」
が
存
在
す
る
と
い
う
夏
雲
の

言
は
、大
い
に
興
味
を
ひ
く
。
し
か
し
、そ
れ
ら
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
手
掛
り
は
皆
無
で
あ
る
。

　

さ
て
、
夏
雲
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

　

�

右
等
ノ
外
人
（
諸
外
国
か
ら
来
日
し
た
外
国
人
の
中
で
も
特
に
国
文
学
・
国
語
学
に
通
じ
た
人
び
と
）
ニ
シ

テ
一
度
本
州
ノ
実
地
に
立
入
リ
適
々
皇
祖
御
大
陵
ヨ
リ
真
偽
当
否
等
世
上
ニ
論
弁
セ
ン
或
ハ
新
聞
紙
其
他
ニ

掲
載
吹
聴
ス
ル
等
ノ
場
合
ニ
至
ル
ア
ラ
ハ
御
体
裁
ノ
関
係
モ
少
カ
ラ
ス

　

こ
れ
は
夏
雲
の
抱
い
た
危
惧
で
あ
る
。
夏
雲
自
身
は
、
神
武
天
皇
陵
の
「
真
偽
当
否
」
が
「
世
上
」
に
お
け

る
「
論
弁
」
の
対
象
と
な
る
こ
と
な
ど
全
く
望
ん
で
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は「
神
武
天
皇
御
陵
考
」そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
に
際
し
て
重
要
で
あ
る
。
夏
雲
に
よ
る「
神

武
天
皇
御
陵
考
」
は
、
決
し
て
当
時
の
社
会
一
般
に
訴
え
か
け
よ
う
と
し
た
も
の
な
ど
で
は
な
い
。
宛
先
は
不

明
な
が
ら
神
武
天
皇
陵
に
関
す
る
事
柄
を
管
掌
す
る
何
れ
か
の
官
庁
等
に
差
し
出
す
べ
く
著
さ
れ
た「
上
申
書
」
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な
の
で
あ
る
。「
今
更
彼
是
陳
述
セ
ン
コ
ト
職
外
潜

（
　
）越

ニ
渉
リ
恐
懼
ニ
堪
ヘ
」
ず
と
述
べ
た
こ
と
と
い
い
、「
願

ク
ハ
其
徴
哀
ヲ
納
レ
ラ
レ
以
テ
越
俎
ノ
言
ヲ
罪
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
免
ル
ヽ
ヲ
得
ハ
何
ノ
幸
甚
カ
之
ニ
過
キ
ン
」

と
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
を
結
ん
だ
こ
と
と
い
い
、
夏
雲
が
市
井
の
人
と
し
て
こ
れ
を
著
し
た
の
で
は
な
い
こ

と
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
夏
雲
は
「
神
武
天
皇
陵
御
陵
考
」
を
、「
地
質
調
査
所

農
商
務
省
三
等
属
白
野
夏
雲
」
と
し
て
著
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

畝
火
山
全
山
こ
そ
が
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
と
す
る
夏
雲
に
よ
る
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
は
、
神
武
天
皇
陵
を

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
の
決
し
て
短
く
は
な
い
経
緯
に
お
い
て
も
、
ま
さ
に
類
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
。

も
し
こ
れ
が
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
な
ら
、
何
と
雄
大
な
神
武
天
皇
陵
の
姿
で
あ
っ
た
こ
と
か
と
す
ら
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
仮
に
こ
の
説
が
採
用
さ
れ
て
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
の
神
武
天
皇
陵
の
治
定
が
解
除
さ
れ

畝
火
山
全
山
が
神
武
天
皇
陵
と
し
て
治
定
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
で
も
な
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
後
の
周
辺

の
景
観
も
全
く
異
な
る
変
化
を
遂
げ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
研
究
史
で
は
、
夏
雲
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ

し
て
夏
雲
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
、「
神
武
天
皇
御
陵
考
」は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。い
っ

て
み
れ
ば
本
稿
は
、
神
武
天
皇
陵
研
究
と
夏
雲
研
究
の
双
方
に
対
し
て
新
た
な
史
料
を
提
供
し
た
も
の
と
い
え
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る
。と
は
い
え
本
稿
の
著
者
は
天
皇
陵
研
究
を
主
軸
と
す
る
者
で
あ
る
。夏
雲
に
つ
い
て
の
理
解
が
足
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
恐
れ
る
。
各
位
の
指
摘
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
る
。

註（
１
）『
古
事
記
』
は
「
畝
火
山
」、『
日
本
書
紀
』
は
「
畝
傍
山
」
と
表
記
す
る
。「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
に
お
け
る
夏
雲
の

表
記
も
「
畝
火
山
」「
畝
傍
山
」
の
間
で
揺
れ
る
が
、
数
の
上
で
言
え
ば
「
畝
傍
山
」
の
方
が
多
い
。
本
稿
で
は
基
本
的

に
は
「
畝
傍
山
」
と
し
、
史
料
の
引
用
の
場
合
は
そ
れ
に
基
づ
く
。

（
２
）
そ
の
後
「
島
の
三
大
旅
行
家
」
は
柳
田
著
『
島
の
人
生
』（
創
元
社
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
）
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
し

て
『
十
島
図
譜
』
に
寄
せ
た
「
序
」
と
あ
わ
せ
て
、『
定
本
柳
田
國
男
集
』（
筑
摩
書
房
）
第
一
巻
・
第
二
十
三
巻
、『
柳

田
國
男
全
集
』（
同
）
第
七
巻
・
第
十
九
巻
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
白
野
仁
著
『
白
野
夏
雲
』「
著
書
・
論
文
」
四
四
五
頁
。

（
４
）
但
し
、「
史
料
編
」
で
も
述
べ
た
が
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
の
原
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
原
本
に
宛
名
が

な
か
っ
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。

（
５
）「
御
埋
碑
文
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
神
武
天
皇
埋
碑
と
擬
刻
」（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』

第
三
十
四
集
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）
を
参
照
。

（
６
）「
御
石
棺
ニ
行
当
リ
タ
ル
」
と
あ
る
の
は
、
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
の
埋
葬
施
設
（「
石
棺
」）
に
掘
り
当
っ
た
こ
と

を
示
す
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
著
者
は
そ
れ
を
示
す
史
料
を
知
ら
な
い
。

（
７
）「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
本
文
で
は
「
大
御
祖
ノ
御
山
陵
ヲ
御
経
営
ア
ラ
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
当
リ
シ
カ
モ
丁
丑
ノ
歳
ヨ
リ
乙
卯

ノ
歳
マ
テ
三
年
ノ
日
次
ヲ
費
シ
給
ヘ
リ
」
と
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
に
は
神
武
天
皇
の
崩
御
を
「
甲
辰
」、
畝
傍
山
東
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北
陵
に
葬
ら
れ
た
の
を
「
乙
卯
」
と
し
（「
神
武
天
皇
紀
」）、
夏
雲
が
「
丁
丑
ヨ
リ
乙
卯
マ
テ
」
と
す
る
根
拠
は
不
明
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
綏
靖
天
皇
が
長
い
年
月
を
神
武
天
皇
陵
の
築
造
に
か
け
た
こ
と
に
注
目
す
る
の
が
夏
雲
の
主

旨
で
あ
る
。

（
８
）
奈
良
奉
行
所
与
力
・
同
心
に
よ
る
陵
墓
に
つ
い
て
の
動
向
の
記
録
で
あ
る
「
元
禄
年
間
山
陵
記
録
」（
秋
山
日
出
雄
・

廣
吉
壽
彦
編
『
元
禄
年
間
山
陵
記
録
』
平
成
六
年
三
月
、
財
団
法
人
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会
）
も
、
神
武
天
皇

陵
に
つ
い
て
は
専
ら
四
條
村
の
塚
山
を
取
り
上
げ
る
の
み
で
、
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）
に
つ
い
て
は
触
れ
る
と
こ
ろ

が
な
い
。

（
９
）
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
四
条
村
の
「
塚
山
」
は
、
文
久
の
修
陵
で
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で

も
夏
雲
は
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
。

（
10
）
こ
こ
で
も
夏
雲
は
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
。
文
久
に
新
た
に
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
た
の
は
、
神
武
田
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
）

で
あ
っ
て
、
四
條
村
の
「
塚
山
」
で
は
な
い
。

（
11
）『
山
陵
志
』
の
原
文
は
「
不
甚0

高
壮
」
と
あ
り
、
部
分
否
定
の
表
現
で
あ
る
。
夏
雲
は
自
説
の
補
強
の
た
め
に
「
甚
」

を
故
意
に
削
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
12
）
夏
雲
は
四
條
村
の
墳
丘
を
「
文
久
中
ヨ
リ
今
ニ
至
ツ
テ
綏
靖
天
皇
ノ
御
陵
ト
ス
ル
所
ニ
テ
」
と
述
べ
る
が
、
四
條
村

の
「
塚
山
」
が
綏
靖
天
皇
陵
と
さ
れ
た
の
は
明
治
十
一
年
二
月
で
あ
る
（『
御
陵
墓
府
縣
分
帳
全
』、
宮
内
庁
書
陵
部
保

管
、
一
冊
、
一
六
八
函
九
〇
号
、『
和
漢
図
書
分
類
目
録
下
』〔
昭
和
二
十
八
年
三
月
、
宮
内
庁
書
陵
部
〕）。

（
13
）
元
禄
期
に
江
戸
幕
府
が
神
武
天
皇
陵
と
し
た
の
は
四
条
村
の
「
塚
山
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
夏
雲
は
文
久
の
修
陵
以

前
の
神
武
天
皇
陵
の
所
在
地
に
つ
い
て
錯
綜
し
て
い
る
。

（
14
）「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
本
文
に
は
「
東
西0

ニ
聳
ヘ
岨
チ
」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
が
、「
西
」
を
「
北
」
の
誤
り
と
み

て
、「
東
北0

ニ
聳
ヘ
岨
チ
」（
傍
点
引
用
者
）
と
改
め
る
。
そ
の
理
由
は
、「
東
西
ニ
聳
ヘ
岨
チ
西
南
ノ
寛
ク
延
タ
ル
」
で
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は
そ
も
そ
も
畝
火
山
の
形
状
に
合
わ
ず
（
現
況
も
、
夏
雲
が
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
を
著
し
た
明
治
十
八
年
も
、
畝
火

山
の
形
状
は
ほ
と
ん
ど
変
化
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
）、
さ
ら
に
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
の
別
の
場
所
に
は
「
畝
火
山
丑

寅
ノ
方
面
ニ
向
ツ
テ
墳
然
隆
起
ス
ル
所
」、「
東
北
ニ
切
立
タ
ル
カ
如
ク
西
南
ニ
寛
ク
延
テ
更
ニ
東
北
ニ
向
ツ
テ
漸
ク
高

ケ
レ
ハ
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

（
15
）『
明
治
天
皇
紀
第
四
』〔
昭
和
四
十
五
年
八
月
、
吉
川
弘
文
館
〕
五
十
六
～
七
頁
。
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史
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こ
こ
に
そ
の
全
文
を
翻
刻
す
る
の
は
、
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
白
野
夏
雲
著
『
神
武
天
皇
御
陵
考
』
で
あ
る
。

以
下
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
「
資
料
詳
細

（
宮
内
公
文
書
館
）
に
よ
る
。

　

識
別
番
号　
　
　
　
　

四
〇
五
六
〇

　

目
録
名
称　
　
　
　
　

陵
墓
資
料
（
考
説
・
考
証
資
料
）
神
武
天
皇
御
陵
考

　

作
成
年　
　
　
　
　
　

明
治
十
八
年

　

簿
冊
情
報　
　
　
　
　

Ｃ
２
―
４
０
１
陵
・
火
葬
塚
・
分
骨
所
・
灰
塚
／
白
野
夏
雲
／
１
代

　

作
成
・
取
得
部
局　
　

諸
陵
寮

　

白
紙
に
毛
筆
で
楷
書
で
書
か
れ
て
お
り
、
末
尾
に
「
大
正
十
五
年
三
月
十
九
日
於
図
書
寮
上
田
彦
熊
写
㊞
」

と
あ
る
。
原
本
は
確
認
さ
れ
な
い
。

　
「
神
武
天
皇
御
陵
考
」
は
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
「
書
陵
部
所
蔵
目
録
・
画

像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

函
架
番
号　
　
　
　
　

陵
・
七
〇
六

　

書
名　
　
　
　
　
　
　

神
武
天
皇
御
陵
考
（
明
治
十
八
年
）

　

編
著
者　
　
　
　
　
　

白
野
夏
雲
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刊
写
年
次　
　
　
　
　

大
正
十
二
年
十
二
月
写
、
諸
陵
寮

　

点
数　
　
　
　
　
　
　

一

　

家
別　
　
　
　
　
　
　

諸
陵
寮
本

　

こ
の
図
書
寮
文
庫
本
は
十
三
行
「
宮
内
省
」
の
罫
紙
を
用
い
毛
筆
で
楷
書
で
書
か
れ
て
お
り
、
末
尾
に
「
大

正
十
二
年
十
二
月
謄
写
了
末
廣
休
市
」と
あ
る
。
ま
た
、以
下
の
通
り
の
内
容
が
内
表
紙
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

出
所
及
所
蔵
者　
　
　

足
立
男
爵

　

採
集
者　
　
　
　
　
　

外
嵜
覺

　

謄
写
年
月　
　
　
　
　

大
正
拾
貮
年
拾
貮
月
拾
日

　

写
字　
　
　
　
　
　
　

末
廣
休
市

　

交
合　
　
　
　
　
　
　

和
田
軍
一

　

写
図　
　
　
　
　
　
　

林
心
清

　

以
下
、
宮
内
公
文
書
館
本
を
底
本
に
翻
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
を
述
べ
る
。

・�

適
宜
、
図
書
寮
文
庫
本
を
参
照
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
そ
の
旨
註
記
し
た
。

・�「　

」「　

」「　

」
等
は
、「
ト
キ
」「
ト
モ
」「
シ
テ
」
等
と
し
た
。

・�

図
は
省
略
し
た
。
図
は
彩
色
で
精
緻
で
あ
る
が
、
図
に
付
さ
れ
た
説
明
は
翻
刻
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

理
解
は
充
分
行
届
く
と
考
え
た
。



一
五
二

・�

今
日
用
い
ら
れ
て
い
る
字
体
に
拠
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
。
但
し
、
本
字
に
拠
っ
た
箇
所
も
あ
る
。

・�

適
宜
読
点
を
補
っ
た
。

・�
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
（「
日
本
書
記
」
を
「
日
本
書
紀
」、「
諸
司
代
」
を
「
所
司
代
」
と
す
る
等
）。

（　

）
に
正
し
い
字
を
示
し
た
箇
所
も
あ
る
。

「
神
武
天
皇
御
陵
考
」

　

�

大
和
国
畝
傍
山
ノ
東
北
ナ
ル
地
名
神
武
田
中
ニ
於
テ
文
久
三
年
ノ
頃
新
ニ
定
メ
サ
セ
ラ
レ
シ
神
武
天
皇
御

山
陵
ノ
地
ハ
其
当
否
イ
カ
ヽ
有
ヘ
キ
ヤ
ノ
事

右
謹
ン
テ
按
ス
ル
ニ

　

�

当
時
正
六
位
上
大
和
介
種
松
撰
ス
ル
所
御
埋
碑
文
ニ
曰
ク
、
伏
テ
惟
ル
ニ
陵
ノ
年
代
悠
邈
ニ
シ
テ
封
土
荒
頽

シ
民
土
毛
ヲ
貪
リ
半
ハ
夷
ケ
テ
田
ト
ナ
シ
其
存
ス
ル
所
僅
ニ
美
佐
牟
邪
伊
ノ
地
名
ノ
ミ
、
美
佐
牟
邪
伊
ハ
即

チ
御
陵
ナ
リ
、
各
ニ
拠
ツ
テ
実
ヲ
徴
シ
確
ニ
封
限
ヲ
得
タ
リ
、
是
ニ
於
テ
隍
ヲ
四
周
ニ
置
キ
以
テ
他
日
ノ
侵

蝕
ヲ
防
カ
ン
ト
欲
シ
掘
ツ
テ
丈
許
ニ
至
レ
ハ
往
々
朽
木
ヲ
出
シ
又
ハ
瓦
器
許
多
或
厳
瓮
或
手
抉
平
杯
窪
杯
高

杯
ノ
類
ヲ
得
タ
リ
、
大
小
一
体
ナ
ラ
ス
製
ノ
古
朴
ナ
ル
蓋
上
世
祭
祀
ノ
具
ニ
シ
テ
撤
シ
テ
後
陵
傍
ノ
閑
地
ニ

委
積
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
云
々

　
　

�

夏
雲
曰
、
本
文
ニ
確
ニ
封
限
ヲ
得
タ
リ
ト
云
フ
、
其
拠
ト
ス
ル
モ
ノ
固
リ
此
簡
単
ナ
ル
御
埋
碑
文
ニ
見
ル



一
五
三

白野夏雲の神武天皇陵論

所
ニ
止
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
雖
モ
其
ハ
イ
カ
ナ
ル
御
取
調
ノ
ア
リ
ツ
ラ
ン
、
今
知
ル
ニ
由
ナ
ケ
レ
ハ
先
ツ
茲
ニ

ハ
御
埋
碑
文
ヲ
モ
テ
其
拠
ト
為
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
論
ス
ヘ
シ
、
サ
テ
御
埋
碑
文
ニ
ハ
専
ラ
ミ
サ
ム
ザ
イ
ノ
地

名
ト
掘
ツ
テ
丈
許
ニ
至
リ
往
々
朽
木
其
他
瓦
器
許
多
及
ヒ
古
祭
器
物
ヲ
得
ル
ヲ
以
テ
確
ナ
ル
拠
ト
ス
ル
モ

ノ
ヽ
如
シ
、
然
レ
ト
モ
ミ
サ
ム
ザ
イ
ノ
地
名
ハ
本
州
至
ル
所
皆
ア
リ
、
且
山
陵
ノ
御
経
営
ハ
森
厳
至
密
ニ

シ
テ
当
時
木
材
ヲ
用
ユ
ヘ
キ
ノ
理
ナ
ケ
レ
ハ
今
此
地
ニ
朽
木
ヲ
出
ス
ヘ
キ
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤ
、
然
ル
ニ
之
ヲ

出
セ
リ
ト
セ
ハ
其
出
ス
ノ
理
由
ヲ
深
ク
考
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
、又
其
古
器
物
ヲ
出
ス
ノ
地
モ
諸
州
皆
ア
リ
、

況
シ
テ
本
州
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
、
所
ト
シ
テ
出
サ
ヽ
ル
ハ
ナ
シ
、
サ
レ
ハ
ミ
サ
ン
ザ
イ
ノ
地
名
モ
古
器
物
ヲ
出

セ
ル
モ
元
来
此
天
皇
ノ
御
陵
御
在
所
ノ
確
タ
ル
拠
ト
ナ
シ
難
ク
、
シ
カ
モ
上
ツ
代
御
陵
ノ
御
経
営
ニ
用
ヒ

サ
ル
ノ
朽
木
ヲ
出
セ
ル
ニ
至
ツ
テ
ハ
弥
々
疑
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
、
朽
木
ヲ
出
セ
ル
ノ
理
後
段
自
ラ
言
フ
モ
ノ

ア
ラ
ン

　
　

�

凡
ソ
神
武
天
皇
御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
指
セ
ル
ノ
書
籍
少
シ
ト
セ
ス
ト
雖
モ
皆
其
出
所
ヲ
問
ヘ
ハ
古
事
記
日

本
書
紀
ノ
二
古
典
ニ
拠
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
、
故
ニ
御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
書
籍
上
ニ
取
調
フ
ル
ニ
於
テ
ハ
古
事
記

日
本
書
紀
ノ
二
古
典
ニ
就
テ
最
モ
心
ヲ
潜
メ
求
ム
ヘ
キ
ノ
外
多
ク
他
ノ
書
籍
ヲ
引
用
ス
ル
モ
其
益
ナ
キ
ニ

似
タ
リ
ト
雖
モ
今
左
ニ
右
二
古
典
ノ
外
御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
言
フ
ニ
専
ラ
ナ
ル
二
三
書
ノ
見
ル
所
ヲ
併
セ
挙

ケ
以
テ
之
カ
参
考
ニ
備
ヘ
ン
ト
ス

其�

一
古
事
記
ニ
曰
ク
、
凡
テ
此コ

ノ

神カ
ム

倭ヤ
マ
ト

伊イ

波ハ

禮レ

昆ヒ

古コ

ノ
天

ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

御ミ

年ト
シ（
１
）

　

壹モ
ヽ

百チ
マ
リ

参ミ

拾ソ

漆サ
ヽ

歳ツ

御ミ

陵ハ
カ

ハ
畝
火
山
ノ
北キ

タ

方カ
タ



一
五
四

白カ

檮シ

ノ
尾
ノ
上ウ

ヘ

ニ
在マ

シ
マセ

リ

　
　

�

夏
雲
曰
ク
、
本
典
ニ
云
フ
、
白
檮
ノ
尾
上
コ
ソ
確
タ
ル
御
陵
ノ
御
在
所
ナ
レ
ハ
御
陵
ノ
御
在
所
ハ
シ
ハ
ラ

ク
措
テ
先
ツ
畝
火
山
ニ
就
テ
其
北
方
ナ
ル
白
檮
ノ
尾
上
ト
云
フ
ヘ
キ
地
ヲ
求
ム
ヘ
シ
、
白
檮
ノ
尾
上
サ
ヘ

求
メ
得
タ
ラ
ン
ニ
ハ
御
陵
ハ
ス
グ
其
処
ニ
在
ス
ヘ
キ

其�

二
日
本
書
紀
ニ
曰
ク
、
七ナ

ヽ

十ツ

有ア
マ
リ

六ム

年ト
セ

春ヤ

三ヨ

月ヒ

甲カ
ノ
ト

辰ノ
ヒ

ニ
天

ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

橿カ
シ

原ハ
ラ

ノ
宮ミ

ヤ

ニ
崩カ

ミ

スア
カ
リ

時マ
シ
ヽ

ニト
キ

年ミ
ト
シ

一ヒ
ト

百モ
ヽ

二フ
タ
ツ

十
ア
マ
リ

七ナ
ヽ

歳ト
セ

明ア
ク
ル

年ト
シ
ノ

秋ナ
カ

九ツ

月キ

乙ナ

卯カ
ノ

ノ
朔フ

ツ

丙カ

寅
ニ
畝ウ

火子
ヒ

山ヤ
マ

ノ
東ウ

シ

北ト
ラ
ノ

ノス
ミ

陵
ミ
サ
ヽ
キニ

葬
カ
ク
シ

ヲマ
ツ
リ

云
々

　
　

�

夏
雲
曰
ク
、
本
典
ニ
東
北
ノ
陵
ト
ア
ル
ヲ
ウ
シ
ト
ラ
ノ
ス
ミ
ノ
ミ
サ
ヽ
ギ
ト
ヨ
ム
ヘ
キ
コ
ト
イ
ト
モ
有
難

カ
リ
ケ
レ
、
サ
レ
ハ
畝
火
山
丑
寅
ノ
隅
コ
ソ
正
シ
キ
御
陵
ノ
御
在
所
ナ
レ
ハ
先
ツ
畝
火
山
ニ
就
テ
其
丑
寅

ノ
隅
ニ
当
ル
ヘ
キ
地
ヲ
求
ム
ヘ
シ
、
丑
寅
ノ
隅
ノ
地
サ
ヘ
得
タ
ラ
ン
ニ
ハ
御
陵
ハ
ス
グ
其
所
ニ
在
ス
ヘ
キ

ナ
リ
、
前
ニ
モ
言
ヘ
ル
カ
如
ク
古
事
記
ト
此
書
紀
ノ
二
古
典
ハ
御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
書
籍
中
ニ
知
ル
ヘ
キ
正

シ
キ
拠
ナ
レ
ハ
古
事
記
ノ
白
檮
ノ
尾
上
ニ
モ
当
ラ
ス
書
紀
ノ
丑
寅
ノ
隅
ニ
モ
当
ラ
ヌ
地
ニ
ア
リ
テ
ハ
タ
ト

ヘ
其
地
名
ノ
ミ
サ
ン
ザ
イ
ト
ア
ル
ニ
モ
セ
ヨ
又
掘
リ
テ
ク
サ
〳
〵
ノ
古
器
物
ヲ
得
ル
ニ
モ
セ
ヨ
更
ニ
カ
シ

コ
ク
モ
御
石
棺
ニ
行
当
リ
タ
ル
ニ
モ
セ
ヨ
其
ハ
別
ノ
御
陵
墓
ニ
テ
大
御
祖
ノ
御
大
陵
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
キ
ノ

理
ハ
既
ニ
知
レ
タ
リ

其�

三
同
書
ニ
曰
ク
、
神カ

ム

日ヤ

本マ
ト

磐イ
ハ

余レ

彦ヒ
コ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

崩
カ
ム
ア
カ
リ

マ
ス
時ト

キ

ニ
神カ

ム

渟ヌ

名ナ

川カ
ハ

耳ミ
ミ
ノ

尊ミ
コ
ト

孝ミ
オ
ヤ

性
オ
モ
ヒ
ノ

純
ミ
コ
コ
ロ

ニ
深

フ
カ
ク

クマ
シ
テ

悲コ
ヒ

慕シ
タ
ヒ
マ
ツ
リ
タ
マフ

コ
ト
已
ム
コ
ト
ナ
シ
、
特コ

ト

ニ
心

ミ
コ
ヽ
ロヲ

葬
オ
ホ
ミ

祭
ハ
フ
ム
リノ

事
ニ
留
タ
マ
ヘ
リ
云
々
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�

夏
雲
曰
ク
、
神
渟
名
川
耳
尊
ハ
即
チ
綏
靖
天
皇
ニ
テ
此
時
ハ
皇
太
子
ニ
在
マ
セ
リ
、
御
性
徳
斯
ノ
如
ク
御

孝
純
ニ
在
マ
シ
当
時
天
下
ノ
富
ヲ
以
テ
開
国
ノ
御
大
勲
ア
ル
大
御
祖
ノ
御
山
陵
ヲ
御
経
営
ア
ラ
セ
ラ
ル
ヽ

ニ
当
リ
シ
カ
モ
丁
丑
ノ
歳
ヨ
リ
乙
卯
ノ
歳
マ
テ
三
年
ノ
日
次
ヲ
費
シ
給
ヘ
リ
シ
コ
ト
ナ
レ
ハ
御
山
陵
ハ
至

大
森
厳
ニ
シ
テ
ヨ
シ
ヤ
千
万
年
ノ
後
ニ
降
ル
ト
雖
モ
決
シ
テ
無
智
ノ
細
民
等
カ
細
小
ナ
ル
耒
耜
ヲ
以
テ
之

ヲ
夷
ケ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
理
察
ス
ヘ
シ
、
若
シ
果
シ
テ
後
世
ノ
細
民
等
カ
僅
々
ノ
土
毛
ヲ

貪
ン
カ
為
メ
ニ
軽
々
ナ
ル
挙
ヲ
以
テ
容
易
ニ
夷
ケ
得
ヘ
キ
程
ノ
事
ナ
ラ
ハ
何
ソ
専
ラ
皇
太
子
ノ
大
御
心
ヲ

御
喪
葬
ノ
事
ニ
留
メ
給
フ
モ
ノ
ト
云
ハ
ン
ヤ
、
豈
又
一
ノ
御
山
陵
ノ
事
ノ
為
メ
ニ
三
年
ノ
日
次
ヲ
費
ヤ
シ

給
ハ
ン
ヤ
、
此
一
段
専
ラ
御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
謂
フ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
モ
皇
太
子
ノ
御
孝
純
ト
云
ヒ
御
大

勲
ア
ル
大
御
祖
ノ
御
事
ト
云
ヒ
当
時
開
国
ノ
御
勢
力
ト
云
ヒ
又
薩
隅
日
三
州
ノ
間
ニ
現
存
ス
ル
神
代
ノ
御

三
陵
其
他
畿
内
近
洲
ナ
ル
著
名
ノ
御
大
陵
ニ
就
テ
御
規
模
ノ
壮
大
ナ
ル
等
ヲ
彼
是
比
較
参
考
ス
レ
ハ
蓋
シ

御
埋
碑
文
ノ
説
甚
タ
信
拠
シ
難
キ
知
ル
ヘ
シ

其�

四
大
日
本
史
ニ
曰
ク
、
七
十
六
年
丙
子
春
三
月
十
一
日
甲
辰
天
皇
橿
原
ノ
宮
ニ
崩
ス
、
年
一
百
二
十
七
畝
火

山
東
北
ノ
陵
ニ
葬
ル
云
々
、
註
ニ
曰
ク
、
古
事
記
ニ
陵
ハ
畝
火
山
白
檮
尾
上
ニ
ア
リ

　

�

又
七
十
六
年
三
月
神
武
帝
崩
ス
、
皇
太
子
（
綏
靖
天
皇
）
資
性
純
孝
悲
慕
已
ム
無
ク
心
ヲ
葬
事
ニ
悉
シ
庶
務

一
ニ
庶
兄
手
研
耳
ノ
命
ニ
委
ス
、
丁
丑
ノ
歳
九
月
十
二
日
丙
寅
神
武
天
皇
ヲ
葬
ル
、
中略

己
卯
歳
山
陵
ノ
事
畢

ル
云
々



一
五
六

　
　

�

夏
雲
曰
ク（

２
）、

文
文
ハ
皆
書
紀
ニ
拠
リ
註
ハ
古
事
記
ニ
出
タ
リ

其�

五
前
王
廟
陵
記
ニ
延
喜
諸
陵
式
ヲ
採
リ
テ
曰
ク
、
畝
火
山
東ウ

シ

北ト
ラ

ノ
陵

ミ
サ
ヽ
キハ

畝
火
橿
原
ノ
宮
ニ
御

ア
メ
ガ

宇シ
タ

神シ
ロ
シ

武メ
ス

天

皇
大
和
国
高
市
郡
ニ
在
リ
、
兆
域
東
西
一
丁
南
北
二
丁
守
戸
五
烟
云
々
、
註
ニ
曰
ク
、
古
事
記
ニ
曰
ク
、
畝

火
山
北
方
白シ

ラ

檮カ
シ

ノ
尾
上
ニ
在
リ

　
　

�

夏
雲
曰
ク
、
本
書
ニ
畝
火
山
東
北
ノ
陵
ト
ハ
書
紀
ニ
拠
テ
言
フ
ナ
ル
ヘ
シ
、
サ
レ
ハ
ウ
シ
ト
ラ
ノ
ス
ミ
ノ

ミ
サ
サ
ギ
ト
訓
ム
ヘ
キ
ヲ
文
字
ノ
如
ク
ウ
シ
ト
ラ
ノ
ミ
サ
サ
ギ
ト（

３
）訓

マ
セ
タ
リ
、
ス
ミ
ノ
二
文
字
コ
ソ
御

陵
ヲ
知
ル
ヘ
キ
ニ
イ
ト
肝
要
ナ
ル
ヲ
捨
テ
訓
マ
サ
レ
ハ
書
紀
ヲ
ハ
能
ク
モ
見
ヌ
モ
ノ
ニ
似
タ
リ
、
又
白
檮

ノ
尾
上
ハ
古
事
記
ニ
拠
テ
言
フ
ナ
レ
ハ
カ
シ
ノ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
ト
訓
ム
ヘ
キ
ヲ
コ
モ
亦
文
字
ノ
如
ク
シ
ラ
カ
シ

ノ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
ト
訓
セ
タ
リ
、
同
シ
ク
古
事
記
ヲ
ハ
能
ク
モ
見
ヌ
モ
ノ
ヽ
如
シ
、
加
之
此
廟
陵
記
ハ
元
禄
十

一
年
ノ
印
本
ニ
テ
同
シ
キ
九
年
ニ
平
安
ノ
人
松
下
某
カ
自
序
ア
リ
、
此
時
代
ハ
徳
川
五
代
将
軍
ニ
当
リ
有

名
ナ
柳
沢
吉
保
其
閣
老
以
テ
大
ニ
天
下
ノ
神
社
仏
閣
及
ヒ
山
陵
ニ
事
ア
リ
シ
日
ニ
シ
テ
即
チ
元
禄
十
一
年

諸
陵
周
垣
成
就
記
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
其
ハ
当
時
内
秘
ノ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
世
ニ
知
ル
モ
ノ
ナ
カ
リ
キ
、
然
ル
ニ

柳
沢
ノ
家
臣
ニ
有
名
ナ
ル
書
家
細
井
広
沢
ナ
ル
モ
ノ
身
其
事
ニ
与
ル
ヲ
以
テ
別
ニ
一
本
ヲ
手
記
シ
テ
家
ニ

蔵
ム
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
ヲ
夏
雲
幸
ニ
書
肆
ノ
古
紛
本
中
ニ
於
テ
之
ヲ
得
タ
リ
、
其
趣
キ
甚
タ
廟
陵
記
ニ
似
テ

年
代
モ
全
ク
同
シ
頃
ナ
レ
ハ
或
ハ
廟
陵
記
ハ
窃
ニ
周
垣
成
就
記
ニ
拠
レ
ル
モ
ノ
カ
、
其
ハ
ト
モ
ア
レ
関
東

五
代
ノ
将
軍
ニ
当
リ
柳
沢
閣
老
ノ
時
ヲ
得
タ
レ
バ
コ
ソ
此
ノ
如
キ
盛
事
モ
行
ハ
レ
テ
イ
ト
有
難
キ
御
事
ノ
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限
リ
ニ
ハ
ア
レ
ト
神
武
天
皇
御
陵
御
在
所
ヲ
謬
リ
認
メ
初
メ
シ
モ
亦
此
時
代
ヨ
リ
ナ
ル
ヘ
シ
、
イ
カ
ン
ト

云
フ
ニ
広
大
和
名
勝
志
、
大
和
名
所
図
会
、
御
陵
図
、
聖
蹟
図
、
諸
陵
一
隅
抄
、
山
陵
志
、
其
他
御
陵
ヲ

云
フ
ク
サ
ク
サ
ノ
書
籍
ハ
ア
レ
ト
多
少
廟
陵
記
ノ
説
ヲ
引
用
セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
ク
且
廟
陵
記
ハ
其
趣
キ
諸
陵

周
垣
成
就
記
ニ
似
タ
レ
ハ
ナ
リ
、
ア
ヽ
廟
陵
記
ハ
聖
蹟
ヲ
唱
ヘ
時
世
ヲ
警
ム
ル
ノ
嚆
矢
ニ
シ
テ
最
モ
貴
重

ス
ヘ
キ
ノ
書
ト
雖
モ
惜
哉
御
陵
ヲ
知
ル
ヘ
キ
ニ
重
要
ナ
ル
白
檮
ノ
尾
上
ヲ
シ
ラ
カ
シ
ノ
尾
上
ト
訓
ミ
書
紀

ノ
東
北
陵
ヲ
ウ
シ
ト
ラ
ノ
ミ
サ
ヽ
キ
ト
ヨ
ミ
タ
ル
ニ
テ
既
ニ
此
天
皇
ノ
御
陵
ノ
御
在
所
ハ
失
ヒ
タ
ル
モ
ノ

ト
云
フ
ヘ
シ

其�

七
元
禄
十
一
年
諸
陵
周
垣
成
就
記
ニ
細
井
広
沢
カ
自
序
ア
リ
、
曰
ク
、
今
年
大
和
国
宇
多
ノ
住
人
我
同
僚
ト

成
侍
ル
、
九
月
廿
七
日
其
ノ
人
カ
リ
モ
ウ
テ
ケ
ル
ニ
語
テ
イ
ヘ
ラ
ク
、
ヲ
ト
ヽ
シ
帝
陵
ノ
御
尋
有
テ
某
モ
役

ニ
サ
ヽ
レ
大
和
路
ノ
旧
趾
悉
ク
巡
リ
侍
リ
シ
カ
神
武
天
皇
ノ
御
陵
畝
火
山
ノ
東
北
ニ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
、
田
ノ
中

ニ
テ
シ
ル
人
ナ
カ
リ
シ
、
所
ノ
民
ジ
ブ
ノ
田
ト
ヨ
ヒ
侍
リ
神
武
ヲ
伝
テ
ア
ヤ
マ
ル
ト
見
エ
タ
リ
、
京
兆
ノ
命

ヲ
ウ
ケ
テ
土
ヲ
重
ネ
垣
ヲ
結
ヒ
テ
土
民
近
ツ
ク
コ
ト
ヲ
得
ス
、
ソ
ノ
外
ノ
陵
ト
モ
皆
カ
ク
ノ
如
シ
マ
コ
ト
ニ

照
代
ノ
政
多
キ
中
ニ
モ
是
等
ハ
唐
土
マ
テ
聞
ヘ
テ
目
出
度
御
事
ナ
メ
リ
ト
云
フ
云
々

　
　

�

夏
雲
曰
ク
、
コ
ヽ
ニ
云
フ
京
兆
ト
ハ
当
時
京
都
所
司
代
職
ナ
ル
松
平
紀
伊
守
ナ
リ
、
サ
テ
モ
御
陵
ノ
御
在

所
ヲ
誤
リ
タ
ル
ハ
此
元
禄
年
間
ノ
調
ヲ
以
テ
第
二
期
ト
モ
云
フ
ヘ
シ
、
此
調
ハ
土
人
カ
神
武
田
ト
字
ナ
ス

ル
ヨ
リ
深
ク
モ
思
ヒ
ハ
カ
ラ
ス
此
レ
ナ
リ
ケ
リ
ト
ウ
カ
ト
心
得
テ
他
ニ
ク
サ
〳
〵
ノ
シ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ヌ
事



一
五
八

ア
ル
ニ
ハ
少
シ
モ
心
ヲ
ハ
用
ヒ
ヌ
ナ
ル
ヘ
シ
、
抑
々
神
武
田
ナ
ル
モ
ノ
ハ
御
陵
又
ハ
御
廟
所
ア
ツ
テ
後
之

カ
神
田
ヲ
寄
セ
奉
ラ
レ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ハ
言
フ
マ
テ
モ
ナ
ク
又
後
世
所
ノ
民
カ
土
毛
ヲ
利
ス
ル
カ
為
メ
ニ
其

土
ヲ
夷
ケ
テ
水
田
ト
ナ
セ
シ
程
ノ
地
ナ
リ
セ
ハ
往
昔
世
ノ
未
タ
開
ケ
サ
ル
ノ
ト
キ
ニ
於
テ
ハ
是
等
ノ
地
ハ

池
沼
ノ
如
キ
有
様
ナ
リ
ツ
ラ
ン
、
サ
バ
カ
リ
ノ
低
地
陰
湿
ノ
場
所
ナ
リ
セ
ハ（

４
）我

々
カ
祖
先
ノ
冢
地
ヲ
営
ム

ニ
シ
テ
モ
ア
ル
マ
シ
キ
コ
ト
ナ
ル
ニ
将
軍
家
ノ
命
ハ
厳
カ
ナ
レ
ト
モ
其
時
其
役
々
ニ
サ
ヽ
レ
タ
ル
人
々
ノ

深
ク
モ
心
掛
又
ハ
是
非
ナ
シ
ト
云
フ
ヘ
シ
、
カ
ク
テ
文
久
ノ
頃
ニ
モ
是
等
ノ
誤
ヲ
継
キ
更
ニ
堀
リ
試
ミ
テ

丈
許
ノ
深
キ
ニ
至
レ
ハ
朽
木
其
他
種
々
ノ
古
器
物
ヲ
得
タ
リ
ト
テ
御
埋
碑
文
ノ
確
タ
ル
拠
ト
ス
ル
ニ
至
レ

リ
、
夏
雲
等
広
ク
海
内
陵
冢
ノ
露
出
ス
ル
モ
ノ
ニ
就
テ
考
フ
ル
ニ
陵
冢
モ
ト
地
ヲ
掘
リ
テ
埋
葬
セ
シ
モ
ノ

ニ
非
ス
、
先
ツ
山
岡
ニ
就
テ
其
地
理
ヲ
相
シ
既
ニ
シ
テ
其
地
面
ヲ
平
夷
シ
之
ニ
棺
ヲ
据
ヘ
然
ル
後
チ
四
方

ヨ
リ
磐
石
ヲ
用
テ
之
カ
槨
ヲ
作
リ
其
上
ニ
厚
ク
土
砂
ヲ
盛
リ
更
ニ
樹
木
等
ヲ
移
シ
樹
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
故

ニ
其
地
質
ニ
依
ツ
テ
上
部
ニ
覆
フ
所
ノ
土
壌
粘
力
ノ
乏
シ
キ
カ
如
キ
モ
ノ
ハ
多
年
ノ
後
土
民
又
ハ
盗
賊
ノ

之
ヲ
ホ
リ
ア
バ
カ
サ
ル
モ
風
雨
ノ
蝕
ス
ル
処
其
自
然
ニ
於
テ
往
々
露
出
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
シ
、
之
ヲ
イ
カ

ン
ソ
水
田
ヲ
掘
リ
テ
其
下
底
ニ
於
テ
御
在
所
ヲ
得
ル
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤ

其�

八
同
追
記
ニ
曰
ク
、
戊
寅
ノ
夏
紀
伊
守
殿
仰
ニ
大
和
ノ
奉
行
ニ
帝
陵
ノ
御
在
所
書
附
出
セ
ト
申
渡
セ
シ
ニ
大

猷
院
殿
御
時
御
尋
ア
リ
シ
ニ
其
時
ノ
奉
行
イ
カ
ヽ
思
ヒ
ケ
ン
大
和
ニ
陵
一
ヶ
所
モ
ナ
キ
ヨ
シ
申
上
ル
、
其
ヒ

カ
ヘ
奉
行
所
ニ
ア
リ
、
イ
カ
ヽ
ス
ヘ
シ
ト
伺
フ
、
此
度
ハ
江
戸
ヨ
リ
御
考
一
冊
来
レ
リ
、
ク
ワ
シ
ク
吟
味
シ
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テ
上
ヘ
シ
ト
申
付
シ
、
昔
ハ
イ
カ
ニ
シ
テ
カ
ク
シ
ケ
ル
ヤ
ラ
ン
、
カ
ク
シ
難
キ
物
ヲ
カ
ク
セ
ル
ト
ノ
御
直
談

ナ
リ
云
々

　
　

�
夏
雲
曰
ク
、
戊
寅
ハ
元
禄
十
一
年
ナ
リ
、
紀
伊
守
ハ
前
ニ
云
フ
京
都（

５
）所

司
代
ナ
リ
、
大
猷
院
殿
ト
ハ
徳
川

三
代
将
軍
ナ
リ
、
三
代
将
軍
ノ
比
ニ
ハ
御
世
ノ
治
リ
テ
未
タ
年
久
シ
カ
ラ
ネ
ハ
其
市
正
牧
民
ノ
職
ニ
ア
ル

官
吏
ト
雖
モ
一
片
干
城
ノ
武
夫
ノ
ミ
ナ
レ
ハ
其
武
断
ヲ
モ
テ
大
和
ニ
御
陵
一
ヶ
所
モ
無
シ
ト
答
ヘ
ラ
レ
シ

ニ
テ
之
ヲ
後
世
ノ
唯
々
ト
シ
テ
命
ハ
奉
シ
ナ
カ
ラ
モ
深
ク
其
事
ニ
任
セ
ヌ
モ
ノ
ニ
比
ス
レ
ハ
其
時
代
ト
人

柄
ト
推
ハ
カ
ラ
レ
テ
潔
シ
ト
云
フ
ヘ
シ
、
若
シ
時
代
違
ヒ
ノ
人
ナ
リ
セ
ハ
帝
陵
ノ
御
事
ナ
リ
、
関
東
ノ
厳

命
ナ
リ
、
奈
良
ノ
奉
行
程
ニ
テ
カ
ク
不
骨
ニ
答
ヘ
ラ
レ
マ
シ
キ
ナ
リ
、
コ
ハ
御
陵
参
考
ニ
ハ
与
カ
ラ
ネ
ト

モ
時
代
ノ
尤
モ
感
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
因
ミ
ニ
コ
ヽ
ニ
記
セ
リ

其�

九
広
大
和
名
勝
志
ニ
曰
、
畝
火
山
ハ
畝
樋
村
ノ
上
ノ
方
ニ
在
リ
、
巍
然
ト
シ
テ
独
立
シ
他
山
相
連
ナ
ル
ナ
シ

云
々

　

�

談
峰
縁
起
便
蒙
ニ
畝
火
畝
傍
雲
飛
雲
根
火
等
ニ
作
リ
八
木
村
ノ
南
一
里
許
俗
ニ
慈
明
寺
山
ト
云
フ
、
大
和
三

山
ノ
一
ナ
リ
云
々

　

�

畝
火
山
口
ノ
神
社
昔
ハ
畝
火
山
腹
ニ
ア
リ
、
今
頂
キ
ニ
遷
ス
、
祭
ル
処
神
功
皇
后
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
ナ
リ
、
畝

火
明
神
ト
ナ
ツ
ク
、
神
名
帳
三
代
実
録
ニ
出
ツ
、
又
宮
寺
ヲ
国
源
寺
ニ
云
フ
、
西
ノ
麓
ニ
神
祠
ノ
趾
ア
リ
、

今
御
旅
所
ト
云
フ
、
又
山
腹
ニ
馬
繋
ト
云
フ
所
ア
リ
、
樋
畦
大
谷
吉
田
慈
悲
明
寺
山
本
大
窪
四
條
小
世
堂
等
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六
〇

ノ
氏
神
ナ
リ
、
毎
歳
二
月
朔
日
霜
月
初
子
日
摂
州
住
吉
社
ヨ
リ
禰
宜
一
人
土
持
一
人
僕
一
人
馬
一
匹
ヲ
牽
来

リ
此
山
ノ
土
ヲ
取
ル
事
旧
例
ト
ナ
ス
、
何
レ
ノ
代
ヨ
リ
初
リ
シ
コ
ト
ヲ
知
ラ
ス
云
々

　
�

此
山
岩
山
ニ
テ
砥
石
ヲ
出
シ
又
岩
ノ
間
ヨ
リ
往
々
陶
器
出
ツ
、
雨
後
ハ
多
ク
顕
ル
コ
ト
ア
リ
、
之
ヲ
見
ル
ニ

全
ク
人
造
ニ
シ
テ
天
工
ニ
ア
ラ
ス
、
岩
堅
ク
シ
テ
之
ヲ
取
ル
全
キ
モ
ノ
ナ
シ
、
按
ス
ル
ニ
是
埴
輪
ノ
類
ナ
ル

ヘ
シ
、
往
昔
此
地
ハ
万
願
寺
ト
テ
四
十
二
院
ア
リ
、
其
礎
石
猶
ア
リ
云
々

　
　

�

夏
雲
曰
、
大
和
名
所
図
会
ノ
説
モ
之
ト
異
ル
コ
ト
ナ
シ
、
其
畝
火
山
口
ノ
神
社
ハ
昔
シ
山
腹
ニ
ア
リ
、
今

山
頂
ニ
遷
ス
ト
、
又
西
ノ
麓
ニ
神
祠
ノ
趾
ア
リ
、
今
御
旅
所
ト
云
フ
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
今
ノ
御
旅
所
即
チ
古

ノ
畝
火
山
口
ノ
神
社
ナ
ル
ヘ
シ
、
ソ
ハ
ト
モ
ア
レ
畝
火
山
口
ノ
神
社
ト
云
ヒ
畝
火
明
神
ト
名
ツ
ク
ト
云
ヒ

畝
火
村
其
他
近
村
ノ
氏
神
ト
仰
キ
奉
リ
ナ
カ
ラ
神
功
皇
后
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
ナ
リ
ト
云
フ
ハ
最
モ
疑
フ
ヘ
キ

モ
ノ
ニ
シ
テ
此
御
山
ニ
神
功
皇
后
ヲ
祭
リ
奉
ル
ヘ
キ
謂
ハ
レ
ナ
キ
ナ
リ
、
其
ハ
後
段
ニ
譲
リ
テ
言
フ
モ
ノ

ア
ラ
ン
、
次
ニ
例
年
本
山
ノ
土
ヲ
住
吉
ノ
社
ニ
運
ヒ
給
フ
コ
ト
由
ア
リ
ケ
ナ
ル
事
ナ
カ
ラ
今
其
起
原
ノ
知

レ
サ
レ
ハ
イ
カ
ン
ト
モ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
或
ハ
神
武
天
皇
乙
卯
ノ
秋
九
月
椎シ

ヰ

根子

津ツ

彦ヒ
コ

弟オ
ト

猾ウ
ケ
シ

等
ニ
詔
シ
テ
天

ノ
香
山
ニ
土
ヲ
取
ラ
シ
メ
天
ノ
平
瓮
ヲ
作
リ
給
ヒ
テ
天

ア
マ
ツ

神カ
ミ

地ク
ニ
ツ

祇カ
ミ

ヲ
祭
リ
給
ヘ
リ
シ
埴
安
ノ
御
吉
例
ノ
如

キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
カ
、
尚
尋
ヌ
ヘ
シ
、
次
ニ
此
山
岩
山
ニ
テ
砥
石
ヲ
出
シ
又
岩
間
多
ク
埴
輪
ノ
類
ヲ
出

セ
リ
ト
云
ヘ
リ
、
サ
レ
ハ
前
ニ
モ
言
フ
カ
如
ク
古
祭
器
ヲ
出
ス
ノ
地
比
々
皆
ア
リ
、
古
器
物
ヲ
出
ス
ヲ
以

テ
古
山
陵
ノ
例
ト
セ
ハ
本
山
モ
亦
是
レ
山
陵
ニ
ア
ラ
サ
ル
カ
、
本
山
即
チ
山
陵
ナ
リ
ト
セ
ハ
何
天
皇
ノ
山
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陵
ト
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
カ
、
最
モ
考
ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

其�
十
古
事
記
伝
ニ
云
フ
、
御
陵
ハ
畝
火
山
ノ
北
方
白
檮
ノ
尾
上
ニ
ア
リ
、
伝
ニ
曰
ク
、
白
檮
尾
上
ハ
訶カ

志シ

能ノ

袁ヲ

能ノ

宇ウ

閇ヘ

ト
訓
ム
ヘ
シ
、
中略

サ
テ
山
ノ
袁
ト
云
フ
ニ
峯ヲ

ト
尾ヲ

ト
ノ
二
ツ
ア
リ
、
尾
ハ
鳥
獣
ナ
ト
ノ
尾
ト
同
シ
ク

テ
山
ノ
ス
ソ
ノ
長
ク
引ヒ

キ

延ハ
ヘ

タ
ル
処
ヲ
云
フ
、
中略

白カ

檮シ

ノ
尾
ト
ハ
畝
火
山
ノ
北
面
ノ
尾
ニ
テ
白カ

シ
ノ檮

樹
ノ
多
ク
ア

リ
シ
ヨ
リ
此
名
ヲ
負
ヘ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
云
々

　
　

�

夏
雲
曰
、
白
檮
尾
上
ハ
カ
シ
ノ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
ト
訓
ム
ヘ
シ
ト
確
ニ
教
ヘ
ラ
レ
タ
ル
ハ
イ
ト
メ
デ
タ
シ
、
又
山

ニ
峯
ト
尾
ト
二
ツ
ア
リ
ト
云
フ
モ
善
シ
、
但
シ
尾
ハ
鳥
獣
ナ
ト
ノ
尾
ト
同
シ
ク
山
ノ
ス
ソ
ノ
長
ク
引
延
ヘ

タ
ル
ヲ
云
フ
ト
ア
レ
ト
、
是
ハ
尾
ノ
文
字
ニ
カ
ヽ
ハ
リ
タ
ル
説
ニ
テ
我
国
ノ
通
称
ナ
ル
尾
ト
云
フ
モ
ノ
ト

ハ
イ
タ
ク
違
フ
ナ
リ
、
我
俗
ニ
ハ
山
ニ
峯
ト
尾
ト
ノ
二
ツ
ア
リ
テ
其
差
別
ハ
峯
ハ
高
山
ノ
巓
ヲ
云
ヒ
尾
ハ

端
山
短
山
長
山
ナ
ト
ノ
巓
ヲ
云
ヘ
リ
、
中
ニ
モ
巾
ノ
広
キ
ヲ
太
尾
狭
キ
ヲ
細
尾
又
ハ
瘠
尾
ナ
ト
云
ヒ
檞
ア

リ
テ
カ
シ
ハ
尾
楢
ア
リ
テ
ナ
ラ
尾
笹
ノ
ミ
生
テ
サ
ヽ
尾
又
ハ
松
ノ
尾
梅
ノ
尾
滝
ノ
尾
ナ
ト
ノ
類
其
ア
ル
モ

ノ
ニ
従
テ
山
ノ
名
ハ
負
ヘ
レ
ト
モ
皆
其
山
ノ
頂
ヲ
指
サ
ヽ
ル
ハ
ナ
シ
、
サ
レ
ハ
尾
ト
云
フ
モ
尾
上
ト
云
フ

モ
尾
根
ト
云
フ
モ
皆
山
ノ
頂
ニ
テ
合
類
節
用
ニ
本
朝
ノ
俗
山
巓
ヲ
謂
テ
尾
ト
云
フ
ト
ア
ル
是
ナ
リ
、
又
万

葉
巻
ノ
八
小
治
田
朝
臣
廣
耳
ノ
歌
ニ
雲ホ

ト

公ヽ
鳥キ

ス

鳴ナ
ク

峯ヲ

乃ノ

上ウ
ヘ

ト
尾
ニ
峯
ノ
文
字
ヲ
当
テ
其
九
大
伴
卿
筑
波
山
ニ

登
ル
長
歌
ニ
嘯ウ

ソ

鳴ム
キ

登ノ
ボ
リ

岑ヲ
ノ

上ウ
ヘ

乎ヲ

ト
尾
ニ
岑
ノ
文
字
ヲ
遣
ヒ
タ
リ
、此
他
嶺
上
ヲ
尾
ノ
上
ト
訓
セ
タ
ル
ハ
往
々

ア
リ
、
サ
レ
ハ
尾
ハ
山
ノ
頂
ヲ
サ
セ
ル
コ
ト
ハ
古
ク
ヨ
リ
今
ノ
俗
ト
違
ハ
ス
ヲ
知
ル
ヘ
シ
、
又
畝
火
山
北



一
六
二

面
ノ
尾
ニ
テ
云
々
ト
ア
レ
ト
御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
畝
火
山
ノ
北
面
ト
指
セ
ル
コ
ト
ハ
二
典
ニ
モ
未
タ
見
当
ラ

ス
、
凡
ソ
御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
論
シ
タ
ル
書
籍
ハ
ア
レ
ト
モ
彼
ノ
二
典
ニ
畝
傍
山
北
方
ト
ア
ル
ヨ
リ
論
者
ハ

多
ク
畝
傍
山
ノ
北
面
ノ
ミ
ニ
心
ヲ
入
レ
ソ
コ
ナ
リ
否
コ
ヽ
ナ
リ
ト
言
ヘ
レ
ト
共
ニ
其
指
ス
所
五
十
歩
百
歩

ノ
違
ヒ
ヲ
出
サ
ル
ナ
リ
、
北
ノ
方
豈
北
ノ
面
ノ
謂
ナ
ラ
ン
ヤ
、
殊
ニ
畝
火
山
ハ
南
面
ニ
寛
カ
ニ
シ
テ
旧
都

ニ
対
ス
レ
ハ
南
面
ハ
即
チ
山
ノ
表
ナ
リ
、
北
面
ニ
岨
チ
旧
都
ニ
背
キ
タ
レ
ハ
北
面
ハ
即
チ
山
ノ
裏
ナ
リ
、

当
時
大
御
祖
ノ
御
山
陵
ヲ
定
メ
サ
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
当
リ
山
ノ
陽
ニ
向
ヒ
テ
勢
ノ
寛
ニ
シ
テ
帝
都
ニ
対
シ
タ
ル

表
面
ヲ
措
テ
却
テ
之
ニ
返
対
セ
シ
其
岨
チ
タ
ル
裏
面
ニ
於
テ
葬
リ
奉
ル
ヘ
キ
ハ
只
理
ニ
於
テ
モ
無
キ
ノ
ミ

ナ
ラ
ス
上
代
ノ
陵
冢
ハ
多
ク
南
面
セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ヲ
ヤ
、
更
ニ
後
段
ニ
於
テ
言
フ
所
ア
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ

此
一
段
御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
知
ル
ヘ
キ
参
考
ニ
於
テ
モ
最
モ
肝
要
ト
ス
ヘ
シ

　

�

同
書
ニ
曰
ク
、
此
御
陵
今
ハ
詳
ナ
ラ
ス
、
但
シ
綏
靖
天
皇
ノ
御
陵
ト
申
シ
伝
ヘ
タ
ル
ハ
綏
靖
ニ
ハ
坐
サ
ス
シ

テ
此
神
武
天
皇
ノ
御
陵
ナ
ル
ヘ
キ
、
其
ハ
山
本
村
ノ
西
慈
明（

寺
）村

ノ
南
ニ
連
キ
タ
ル
高
キ
所
ニ
在
テ
即
チ
畝
火

山
ノ
西
北
ノ
方
ニ
属
シ
タ
ル
岡
ノ
上
ニ
テ
正
シ
ク
尾
上
ト
云
ヘ
キ
地
形
ナ
リ
、
其
註
ニ
是
ハ
山
ノ
西
北
ノ
方

ナ
レ
ハ
書
紀
及
ヒ
式
ニ
ハ
東
北
ト
ア
ル
ニ
ハ
違
ヒ
タ
レ
ト
モ
御
陰ホ

ト

井ヰ

ノ
上
ノ
御
陵
モ
正
シ
ク
此
山
ノ
西
ナ
ル

ヲ
書
紀
ニ
ハ
南
ト
ア
ル
違
ヒ
ア
レ
ハ
必
ス
シ
モ
東
北
ト
ア
ル
ニ
堅
ク
泥
ム
ヘ
キ
ニ
非
ス
、
式
ハ
書
紀
ノ
儘
ニ

ソ
挙
ラ
レ
ツ
ラ
ン
、
サ
テ
松
下
氏
カ
前
皇

（
王
）廟

陵
記
ニ
此
御
陵
ノ
下
ニ
百
年
可
リ
以
来
壊
ツ
テ
糞
田
ト
為
シ

民
其
田
ヲ
呼
ン
テ
神
武
田
ト
字
ス
、
暴
汚
ノ
所
為
痛
哭
ス
可
キ
ナ
リ
、
数
畝
ヲ
餘
シ
テ
一
封
ヲ
為
シ
云
々
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�

夫
レ
神
武
天
皇
ハ
神
代
草
昧
ノ
蹤
ヲ
継
キ
東
征
シ
テ
中
州
ヲ
平
ケ
王
道
ノ
興
リ
実
ニ
此
ニ
創
ル
、
我
国
君
臣

億
兆
ノ
当
ニ
尊
奉
ヲ
致
ス
ヘ
キ
ノ
廟
陵
ナ
リ
、
澆
季
此
ニ
至
ル
哀
哉
ト
云
ヘ
リ
、
大
和
志
ニ
モ
四
條
村
ニ
在

リ
ト
云
ヘ
リ
、
是
等
ニ
云
ヘ
ル
ハ
四
條
村
ノ
一
町
許
東
ニ
テ
畝
火
山
ヨ
リ
ハ
五
六
町
モ
東
北
ノ
方
ニ
ア
タ
リ

テ
田
間
ニ
僅
ニ
三
四
尺
許
ノ
高
サ
ナ
ル
小
丘
ニ
テ
松
一
本
桜
一
本
生
テ
ア
リ
、
誰
モ
是
ヲ
此
御
陵
ノ
趾
ト
思

フ
メ
レ
ト
決
シ
テ
是
ニ
ハ
非
ス
、
マ
ツ
地
形
白
檮
ノ
尾
上
ナ
ト
云
フ
ヘ
キ
処
ニ
非
ス
、
久
シ
キ
世
々
ヲ
経
レ

ハ
山
モ
変
テ
平
ニ
ナ
ル
ナ
ト
常
ノ
ナ
ラ
ヒ
ナ
レ
ト
モ
其
モ
ナ
ホ
其
ト
ハ
見
ユ
ル
物
ナ
ル
ニ
此
他

（
地
）ノ

サ
マ
ハ
然

ラ
ス
、
山
ト
ハ
清
ク
離
レ
テ
其
間
ニ
イ
サ
ヽ
カ
モ
尾
ノ
壊
レ
タ
ラ
ン
蹤
ナ
ト
思
ハ
ル
ヽ
小
高
キ
モ
残
ラ
ス
、

凡
テ
此
ワ
タ
リ
ハ
元
ヨ
リ
平
原
ナ
リ
ケ
ル
地
ト
コ
ソ
見
ヘ
タ
レ
、
且
上
ツ
代
ノ
御
陵
ナ
ト
ヲ
今
見
奉
ル
ニ
ア

リ
ツ
ル
マ
ヽ
ニ
全
キ
モ
ア
リ
、
又
発
キ
壊
ハ
レ
テ
内
ノ
サ
マ
ノ
顕
露
ニ
ナ
レ
ル
ナ
ト
モ
多
ケ
レ
ト
モ
何
レ
モ

〳
〵
イ
ト
高
ク
大
キ
ク
山
ノ
如
ク
ニ
テ
内
ノ
石
棺
ナ
ト
ス
ヘ
テ
〳
〵
ヲ
ホ
ロ
ケ
ナ
ラ
ス
、
当
時
大
キ
ニ
厳
シ

カ
リ
シ
ホ
ト
推
計
ラ
レ
テ
着
明
キ
ヲ
是
ハ
サ
ラ
ニ
上
ツ
代
ノ
御
陵
ノ
ナ
コ
リ
ト
ハ
見
ヘ
ス
、
同
シ
山
ノ
辺
ニ

テ
安
寧
懿
徳
ノ
御
陵
ナ
ト
ハ
サ
ハ
カ
リ
高
ク
大
サ
ナ
ル
ニ
此
御
陵
シ
モ
カ
リ
ソ
メ
ナ
ル
ヘ
キ
理
ナ
キ
ヲ
ヤ
、

是
ハ
稍
々
近
キ
代
ニ
ヲ
コ
ノ
モ
ノ
畝
火
山
ノ
東
北
ニ
ア
タ
リ
テ
此
丘
ノ
タ
マ
〳
〵
ア
ル
ヲ
見
付
テ
ユ
ク
リ
ナ

ク
是
ソ
ト
定
メ
タ
ル
ヘ
シ
、
サ
レ
ト
白
檮
ノ
尾
上
ト
ア
ル
ヲ
モ
考
ヘ
ス
上
ツ
代
ノ
御
陵
ト
モ
ノ
サ
マ
ヲ
モ
知

ラ
ス
シ
テ
イ
ト
妄
ナ
ル
コ
ト
ナ
リ
云
々

　
　

�

夏
雲
曰
ク
、
綏
靖
天
皇
ノ
御
陵
ト
伝
ヘ
タ
ル
ハ
綏
靖
ニ
ハ
坐
サ
テ
神
武
天
皇
ノ
御
陵
ナ
リ
ト
云
フ
ハ
記
伝
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四

ノ
説
ナ
カ
ラ
従
ヒ
難
ク
又
書
紀
ノ
方
位
ニ
ハ
堅
ク
泥
ム
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
フ
モ
受
ケ
カ
タ
シ
、
其
ハ
御
陰
井

ノ
上
ノ
御
陵
ハ
安
寧
天
皇
ニ
テ
此
御
陵
ハ
書
紀
ニ
西
南
ト
ア
ル
カ
如
ク
正
シ
ク
畝
火
山
ノ
西
南
ニ
当
レ

リ
、
記
伝
ニ
ハ
イ
カ
ニ
違
フ
ト
云
フ
ラ
ン
、
サ
テ
次
ニ
前
王
廟
陵
記
及
ヒ
大
和
志
ニ
云
フ
四
條
村
ニ
在
ル

御
陵
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
決
シ
テ
御
陵
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
、
ク
サ
〳
〵
ノ
理
ヲ
攻
メ
此
ハ
近
キ
頃
ヲ
コ
ノ
モ
ノ
カ
ユ

ク
リ
ナ
ク
見
付
テ
コ
ヽ
ソ
ト
定
メ
タ
ル
ニ
テ
白
檮
ノ
尾
上
モ
上
ツ
代
ノ
御
陵
ノ
サ
マ
モ
知
ラ
ヌ
妄
ナ
ル
コ

ト
ナ
リ
ト
ア
ル
ソ
イ
ト
モ
〳
〵
メ
テ
タ
ケ
レ
、
夏
雲
等
モ
謹
テ
此
説
ニ
従
フ
モ
ノ
ナ
リ
、
四
條
村
ノ
冢
ト

ハ
即
チ
文
久
中
ニ
定
メ
サ
セ
ラ
レ
シ
御
陵
是
ナ
リ

其�

十
一
山
陵
志
ニ
曰
ク
、
大
祖
ヲ
神
武
ト
為
ス
、
神
武
陵
ハ
畝
火
山
東
北
ノ
嵎
ニ
在
リ
、
白
檮
ノ
尾
上
ト
云
フ

　
　

�

夏
雲
曰
、
山
陵
志
ノ
諸
説
多
ク
従
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
、
故
ニ
今
神
武
帝
陵
ヲ
論
ス
ル
ノ
本
文
并
ニ
註
脚
ノ

全
文
ヲ
挙
ケ
毎
段
例
ニ
従
ツ
テ
聊
カ
卑
説
ヲ
挿
メ
リ
、
サ
テ
本
文
ニ
畝
火
山
東
北
ノ
嵎
ト
ハ
書
紀
ニ
拠
テ

云
ヒ
白
檮
ノ
尾
上
ト
ハ
古
事
記
ニ
拠
ツ
テ
云
フ
ナ
リ
、
今
二
典
ノ
記
ス
ル
所
ヲ
合
セ
一
所
ト
ナ
シ
御
陵
ノ

御
在
所
ハ
畝
火
山
東
北
ノ
嵎
ニ
テ
白
檮
ノ
尾
上
ト
云
フ
所
ナ
リ
ト
云
ヘ
ル
ハ
二
典
ヲ
見
ル
活
眼
ト
云
フ
ヘ

シ
、
夏
雲
等
如
キ
モ
謹
テ
此
説
ニ
從
ハ
ン
モ
ノ
ナ
リ

　

�

按
ニ
大
祖
ノ
中
国
ヲ
平
定
シ
、
畝
火
東
北

（
南
カ
）ノ

地
ヲ
相
シ
以
テ
中（

土
中
）土

ト
為
シ　

宮
ヲ
営
ミ
橿
原
ノ
宮
ト
云
フ
、

蓋
シ
其
宮
橿
ヲ
樹
ル
ヲ
以
テ
名
ツ
ク
ル
所
カ
、
古
事
記
橿カ

シ

ヲ
白カ

檮シ

ニ
作
ル
、
白カ

檮シ

ハ
橿カ

シ

ナ
リ
、
又
陵
ノ
ア
ル

所
ヲ
称
シ
テ
白
檮
ノ
尾
上
ト
云
フ
、
是
之
ヲ
移
サ
ス
宮
樹
ヲ
以
テ
即
宮
名
ヲ
取
ル
ナ
リ
、
尾
上
ハ
山
嵎
尾
ノ



一
六
五

白野夏雲の神武天皇陵論

如
キ
モ
ノ
ヽ
上
今
畝
火
山
東
北
ノ
嵎
ニ
御
陵
山
ト
呼
フ
所
墳
然
ト
シ
テ
隆
起
ス
、
此
ナ
リ
云
々

　
　

�

夏
雲
曰
ク
、
宮
樹
ハ
之
ヲ
移
サ
ス
、
其
自
然
生
ヲ
以
テ
宮
名
ヲ
取
ル
ノ
説
又
従
フ
ヘ
シ
、
但
シ
尾
上
ハ
山

嵎
尾
ノ
如
キ
モ
ノ
ヽ
上
ト
云
フ
ハ
前
ナ
ル
古
事
記
伝
ノ
説
ト
類
シ
未
タ
シ
キ
所
ア
リ
、
故
ニ
其
尾
ノ
如
キ

モ
ノ
ヲ
尋
ヌ
ル
カ
為
メ
ニ
却
テ
山
嵎
ヲ
モ
見
失
ヒ
終
ニ
畝
火
山
丑
寅
ノ
方
面
ニ
向
ツ
テ
墳
然
隆
起
ス
ル
所

ヲ
措
テ
此
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
至
レ
リ
、
惜
哉
、
然
レ
ト
モ
之
ヲ
文
久
中
御
新
定
ノ
四
條
村
御
陵
地
ニ
比
レ
ハ

尚
嵎
ト
云
フ
ニ
モ
尾
上
ト
云
フ
ニ
モ
稍
因
ミ
ア
ル
モ
ノ
ニ
似
タ
リ

　

�

註
曰
、
大
和
志
ニ
此
ヲ
以
テ
神
八
井
ノ
墳
ト
ナ
ス
、
神
八
井
ハ
畝
火
山
北
ニ
葬
ル
ト
史
ニ
於
テ
之
ア
リ
ト
雖

モ
其
山
嵎
平
地
未
タ
其
処
ヲ
詳
ニ
セ
ス
、
今
按

（
妄
）ス

ル
ニ
認
テ
爾
カ
曰
フ
、
若
シ
果
シ
テ
神
八
井
ノ
墳
ナ
ラ
ハ

其
位
已
ニ
人
臣
又
何
ヲ
以
テ
伝
テ
之
ヲ
御
陵
ト
謂
ハ
ン
ヤ
、
今
呼
ン
テ
御
陵
ト
云
フ
、
是
土
人
ノ
口
碑
素
ニ

シ
テ
偽
ラ
ス
、
此
類
択
ン
テ
采
ル
ヘ
シ
、
大
ニ
夫
ノ
好
事
者
ノ
臆
ヲ
以
テ
附
会
ス
ル
カ
如
キ
ニ
非
ル
ナ
リ

　
　

�

夏
雲
曰
、
此
一
段
ノ
説
其
理
ア
ル
ニ
近
シ
ト
雖
モ
凡
ソ
事
ノ
訛
ヲ
伝
フ
ル
モ
亦
土
人
ノ
常
ニ
シ
テ
果
シ
テ

其
帝
陵
ナ
レ
ハ
ト
テ
御
陵
ト
伝
フ
ヘ
シ
ト
モ
言
ヒ
難
シ
、
謂
フ
、
看
ヨ
近
ク
モ
土
人
カ
神ジ

ン

武ム

田タ

ヲ
治ジ

部ブ

ノ

田
ト
伝
ヘ
安
寧
陵
ヲ
姉
山
ト
呼
ヒ
綏
靖
陵
ヲ
主シ

ユ

膳ゼ
ン

塚
ト
唱
フ
ル
如
キ
ノ
類
ア
リ
、
又
神
八
井
耳
ノ
命
ハ
綏

靖
天
皇
ノ
御
兄
命
ニ
在
マ
シ
其
先
帝
ノ
諒
闇
ニ
当
リ
テ
ハ
御
兄
弟
ノ
尊
御
密
策
ヲ
協
ヘ
以
テ
帝
冢
ヲ
御
安

全
ナ
ラ
シ
メ
給
ヒ
シ
御
勲
モ
坐
マ
シ
殊
ニ
綏
靖
天
皇
ノ
御
孝
純
ナ
ル
必
ス
御
兄
命
ニ
モ
御
弟
道
ヲ
尽
サ
セ

ラ
レ
シ
ナ
ラ
ン
、
而
シ
テ
神
八
井
耳
ノ
命
ハ
天
皇
ノ
四
年
夏
四
月
ニ
薨
シ
給
ヘ
ハ
御
尋
ノ
御
事
ナ
ト
ハ
大
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六
六

御
祖
ニ
次
キ
テ
御
厳
重
ノ
事
ナ
ル
ヘ
ケ
レ
ハ
土
人
ノ
御
陵
ト
伝
ヘ
サ
ル
ノ
理
モ
果
シ
テ
無
シ
ト
ス
ヘ
カ
ラ

ス
、
且
ツ
夫
ノ
好
事
者
ノ
臆
ヲ
以
テ
附
会
ス
ル
カ
如
キ
ニ
非
ス
ト
云
フ
ハ
素
ヨ
リ
為
ニ
ス
ル
所
ア
ツ
テ
言

フ
ナ
ル
ヘ
シ
、
其
為
ニ
ス
ル
所
ト
ハ
何
ソ
ヤ
ト
ア
ラ
ハ
前
ニ
古
事
記
伝
ノ
説
ニ
神
武
天
皇
ノ
御
陵
今
ハ
詳

ナ
ラ
ス
、
但
シ
綏
靖
天
皇
ノ
御
陵
ト
申
シ
伝
ヘ
タ
ル
ソ
綏
靖
ニ
ハ
在
サ
ス
シ
テ
此
神
武
天
皇
ノ
御
陵
ナ
ル

ヘ
シ
ナ
ト
云
ヘ
ル
條
ヲ
指
セ
ル
ナ
リ
、
カ
ク
人
ノ
言
ヲ
ハ
臆
断
ト
ハ
言
シ
ト
山
陵
志
モ
亦
土
人
カ
神
八
井

耳
ノ
冢
ト
伝
ヘ
タ
ル
ヲ
ハ
神
武
天
皇
ノ
御
陵
ナ
リ
ト
言
ハ
ヽ
同
シ
ク
臆
断
ハ
逃
ル
マ
シ
キ
ナ
リ

　

按
ニ
但
其
状
高
壮
ナ
ラ
ス
、
且
宮
車
ニ
象
ラ
ス
、
乃
チ
以
テ
上
古
大
朴
製

（
制
）未

タ
備
ハ
ラ
サ
ル
ナ
リ

　
　

�

夏
雲
曰
、
其
状
ノ
甚
高
壮
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
神
武
天
皇
ノ
御
陵
ノ
為
ニ
固
ク
采
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
且
上
古
大

朴
製
未
タ
定
ラ
ス
ト
云
フ
ト
雖
モ
其
宮
車
ニ
象
リ
境
域
ヲ
定
メ
役
夫
ノ
製

（
制
）限

ス
ル
カ
如
キ
ハ
却
テ
後
ノ
御

制
度
ニ
シ
テ
上
古
ハ
自
ラ
上
古
ノ
御
制
度
ニ
於
テ
一
定
ノ
則
ア
リ
、
故
ニ
君
臣
男
女
共
ニ
其
陵
冢
ヲ
見
テ

知
ル
ヘ
シ
、
制
ナ
ク
ン
ハ
何
ソ
知
ル
ヲ
得
ン
、
山
陵
志
山
陵
ヲ
説
ク
甚
タ
詳
ナ
リ
ト
雖
モ
未
タ
男
女
陵
冢

ノ
異
形
ア
ル
ヲ
言
ハ
ス
、
此
ハ
九
州
ナ
ル
薩
隅
日
ノ
如
ク
上
古
陵
冢
ノ
多
ク
遺
存
ス
ル
モ
ノ
ニ
就
テ
知
ル

ヘ
キ
ノ
ミ

　

�

註
ニ
、
廟
陵
記
ニ
云
フ
、
畝
火
山
ノ
東
北（

陵
）百

年
以
来
犂
テ
糞
田
ト
為
シ
名
ツ
ケ
テ
神
武
田
ト
曰
フ
、
猶
数
歩

ヲ
余
シ
テ
一
封
冢
ト
為
ス
、
今
其
地
ヲ
問
ヘ
ハ
果
シ
テ
謂
フ
所
神
武
田
ア
リ
、
然
レ
ト
モ
平
地
ニ
シ
テ
山
嵎

ヲ
距
ル
東
北
三
丁
許
リ
、
乃
チ
尾
上
ノ
名
ニ
合
ハ
ス
、
且
ツ
謂
フ
所
数
歩
ヲ
余
シ
テ
一
封
冢
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
亦
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神
武
田
ニ
非
ス
、
神
武
田
ヲ
距
ル
又
東
北
三
丁
許
リ
古
墳
ア
リ
、
蓋
シ
此
ヲ
指
ス
ナ
リ
、
夫
レ
民
ノ
無
智
惟

地
利
ヲ
貪
リ
乃
チ
妄
ニ
天
子
ノ
陵
墓
ヲ
犂
ニ
至
ル
、
然
レ
ト
モ
殆
ン
ト
其
石
棺
ニ
及
テ
慄
々
畏
怖
敢
テ
之
ヲ

侵
サ
ス
、
遂
ニ
其
数
歩
ヲ
余
シ
テ
一
封
冢
ト
為
ス
、
是
レ
物
ノ
情
ナ
リ
、
苟
モ
之
ヲ
平
ケ
テ
其
上
ヲ
糞
田
ニ

ス
、
乃
チ
是
ノ
如
キ
ハ
恝
ナ
リ
、
尚
何
ソ
一
封
冢
ヲ
三
町
外
ニ
営
ン
ヤ
、
疑
フ
ラ
ク
ハ
其
古
墳
ハ
是
レ
当
時

陪
葬
ス
ル
所
カ
、
或
ハ
神
八
井
ノ
類
決
シ
テ
神
武
陵
ニ
非
ル
ナ
リ
、
神
武
田
一
名
美
賛
佐
伊
是
レ
美
佐
々
岐

ノ
訛
ル
所
即
チ
山
陵
ノ
謂
ナ
リ
、
山
陵
廟
ト
俗
其
言
ヲ
互
ニ
ス
、
今
神
武
田
ヲ
謂
テ
美
佐
々
岐
ト
曰
フ
、
蓋

其
嘗
テ
廟
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
、
相
伝
フ
旧
嘗
テ
神
武
ノ
祠
廟
神
武
田
ノ
地
ニ
在
リ
、
昔
年
ノ
水
燎
廟
之
カ
為

メ
ニ
漂
ス
ル
所
而
後
大
窪
村
ニ
遷
ス
、
大
窪
寺
ノ
趾
国
源
寺
ア
リ
、
又
伝
フ
国
源
寺
モ
亦
嘗
テ
神
武
田
ノ
傍

ヨ
リ
茲
ニ
遷
ス
ト
、
多
武
峯
記
ニ
拠
ル
ニ
泰
善
法
師
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
天
延
二
年
三
月
十
一
日
畝
火
山
東
北

ニ
行
キ
一
奇
老
人
ニ
遇
フ
、
泰
善
ヲ
顧
ミ
謂
テ
曰
、
朕
カ
為
ニ
大
乗
法
ヲ
講
シ
国
家
ノ
幸
福
ヲ
禱
レ
、
朕
ハ

是
レ
人
皇
ノ
始
祖
ト
、
言
畢
テ
乃
チ
見
ヘ
ス
、
泰
善
此
瑞
ヲ
以
テ
毎
年
三
月
十
一
日
輙
チ
来
ツ
テ
法
華
ヲ
誦

ス
、
故
ニ
貞
観
二
年
大
和
守
藤
原
国
光
為
ニ
堂
宇
ヲ
創
シ
国
源
寺
ト
号
ス
ト
云
フ
、
夫
其
説
ノ
誕
妄
ナ
ル
固

リ
浮
屠
氏
ノ
常
、
然
リ
而
シ
テ
其
堂
宇
此
ニ
由
テ
創
造
シ
即
チ
神
武
田
ノ
傍
ラ
塔

ト
ウ
ノ

垣カ
イ
ラ

内ウ
チ

ト
曰
フ
、
其
名
ニ

就
テ
而
シ
テ
考
レ
ハ
疑
ラ
ク
ハ
是
レ
当
時
堂
廟
ヲ
建
ル
ノ
所
因
テ
美
佐
々
岐
ト
称
ス
ル
カ

　
　

�

夏
雲
曰
ク
、
此
註
ノ
諸
説
皆
取
ル
ヘ
シ
、
就
中
平
地
ニ
シ
テ
山
嵎
ヲ
距
ル
東
北
三
町
固
ヨ
リ
尾
上
ノ
名
ニ

遇
ハ
ス
ト
云
ヒ
又
世
俗
陵
廟
ト
其
言
ヲ
互
ニ
ス
ト
云
ヒ
此
墳
ノ
如
キ
ハ
当
時
陪
葬
ス
ル
所
ト
云
ヒ
又
美
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六
八

佐
々
岐
ノ
名
ハ
堂
廟
ノ
在
リ
シ
ヨ
リ
起
ル
ト
云
ヒ
此
地
ノ
如
キ
ハ
決
シ
テ
神
武
陵
ニ
非
ス
ト
断
言
ス
ル
ニ

至
ル
、
其
見
ル
所
最
モ
善
ト
云
フ
ヘ
シ
、
夏
雲
等
モ
謹
テ
此
諸
説
ニ
従
フ
モ
ノ
ナ
リ
、
而
シ
テ
彼
ノ
薩
隅

日
ノ
如
キ
其
地
一
大
陵
冢
ア
レ
ハ
必
ス
其
近
傍
二
三
ノ
小
冢
ア
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
、
土
人
之
ヲ
控
ヘ
冢
ト
云

フ
、
彼
御
埋
碑
文
ニ
曰
フ
、
掘
ツ
テ
丈
許
ニ
至
リ
往
々
得
タ
ル
ト
云
フ
朽
木
ノ
如
キ
ハ
果
シ
テ
当
時
堂
宇

ノ
朽
木
ナ
ル
ヘ
キ
モ
亦
能
ク
知
ラ
レ
タ
リ

　
　

�

夏
雲
又
曰
、
以
上
諸
説
ノ
外
皇
陵
志
、
山
陵
帖
御
陵
所
考
ノ
類
ナ
ホ
多
シ
ト
雖
モ
共
ニ
挙
ケ
テ
論
ス
ヘ
キ

モ
ノ
ナ
シ
、
独
リ
聖
蹟
図
志
其
図
稍
拠
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
、
今
神
武
天
皇
御
陵
ニ
関
ス
ヘ
キ
四
図
ヲ
挙
ケ

以
テ
之
カ
図
解
ヲ
述
ル
、
左
ノ
如
シ

（「
第
一
図
」〔「
第
一
大
和
国
高
市
郡
畝
火
山
四
方
ヲ
示
ス
」〕
略
、『
聖
蹟
図
志
』
よ
り
「
山
陵
位
置
之
図
第
一

大
和
国
」）

（「
第
二
図
」〔「
第
二
畝
火
山
南
面
之
図
」〕
略
、『
聖
蹟
図
志
』
よ
り
「
大
和
国
高
市
郡
檜
隈
及
身
狭
越
智
並
畝

傍
山
四
辺
諸
陵
図
」）

（「
第
三
図
」〔「
第
三
畝
火
山
西
北
面
之
図
」〕
略
、『
聖
蹟
図
志
』
よ
り
「
畝
火
山
西
北
面
之
図
」）

（「
第
四
図
」〔「
第
四
畝
火
山
北
面
之
図
」〕
略
、『
聖
蹟
図
志
』
よ
り
「
畝
火
山
北
面
」）

第
一
図
ハ
山
陵
位
置
図
中
ニ
於
テ
大
和
国
高
市
郡
畝
火
山
四
方
ヲ
示
ス
カ
為
ニ
之
ヲ
采
レ
リ

第�

二
図
ハ
畝
火
山
南
面
ノ
図
ト
ハ
ア
レ
ト
稍
東
西
ニ
向
ヒ
タ
ル
図
ナ
リ
、
且
山
形
モ
僅
ニ
山
嶺
ノ
ミ
似
タ
ル
ニ
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過
キ
ス
ト
雖
モ
其
近
傍
ナ
ル
地
理
地
名
ヲ
知
ル
ヘ
キ
ニ
甚
タ
便
ア
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
采
レ
リ

第�
三
図
ハ
畝
火
山
西
北
面
ノ
図
ト
ハ
ア
レ
ト
モ
是
モ
亦
山
ノ
趣
キ
ニ
拠
ラ
ハ
却
テ
西
南
面
ニ
多
ク
触
レ
タ
ル

カ
如
シ
、
イ
カ
ン
ト
ナ
レ
ハ
甲
ノ
畝
火
山
口
ノ
神
社
趾
即
チ
今
ノ
御
旅
所
及
ヒ
慈
明
寺
村
ハ
正
シ
ク
畝
火
山

西
南
面
ノ
麓
ニ
テ
畝
火
一
山
ヲ
総
テ
爰
ニ
支
配
ス
ヘ
キ
ノ
地
理
ヲ
占
ム
レ
ハ
ナ
リ
、
故
ニ
本
山
ノ
一
名
ヲ
慈

明
寺
山
ト
モ
云
ヘ
リ
、
是
慈
明
寺
村
ハ
畝
火
山
脈
ノ
茲
ニ
起
ル
所
ナ
リ
、
其
乙
ハ
古
事
記
伝
ニ
云
フ
綏
靖
陵

ト
ハ
ア
レ
ト
神
武
天
皇
ノ
陵
ナ
リ
ト
イ
タ
ク
論
シ
タ
ル
所
ナ
リ
、
是
ハ
記
伝
ニ
尾
ハ
山
ノ
ス
ソ
ノ
鳥
獣
ナ
ト

ノ
尾
ノ
如
ク
長
ク
エ
引
延
タ
ル
所
ヲ
云
フ
ト
言
フ
ニ
泥
ミ
テ
見
レ
ハ
ナ
リ
、
イ
カ
ニ
セ
ン
我
俗
ニ
ハ
前
ニ
モ

言
ヘ
ル
如
古
ク
ヨ
リ
尾
ハ
山
ノ
嶺
ヲ
言
ヘ
ル
ヲ

第�

四
図
ハ
畝
火
山
北
面
ノ
図
ト
ハ
ア
レ
ト
山
ノ
形
勢
ハ
イ
タ
ク
違
ヘ
リ
、
只
其
近
傍
ノ
地
形
地
名
ヲ
知
ル
ニ
便

リ
ナ
ル
ノ
ミ
、
其
甲
ハ
文
久
年
間
ニ
新
ニ
定
メ
サ
セ
ラ
レ
シ
神
武
天
皇
ノ
新
御
陵
ニ
テ
古
事
記
伝
ニ
モ
山
陵

志
ニ
モ
此
塚
ハ
畝
火
山
ノ
縁
ヲ
ハ
清
ク
四
五
町
ヲ
距
レ
タ
ル
地
ナ
レ
ハ
決
シ
テ
此
天
皇
ノ
御
陵
ニ
ハ
ア
ラ
ス

ト
断
言
シ
、
就
中
山
陵
志
ニ
ハ
天
延
天
元
ノ
間
ニ
創
立
セ
シ
御
廟
趾
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
、
世
ニ
此
ニ
善
書
ア
ツ

テ
今
ノ
御
陵
ハ
其
真
ニ
非
サ
ル
コ
ト
ハ
已
ニ
明
ナ
リ
、
其
乙
ハ
土
人
ノ
伝
ヘ
ニ
神
八
井
耳
ノ
命
ノ
冢
ニ
ハ
ア

ラ
テ
是
ハ
正
シ
ク
神
武
天
皇
ノ
御
陵
ナ
リ
ト
山
陵
志
ニ
イ
タ
ク
論
ス
ル
所
ナ
リ
、
陵
墓
一
隅
抄
ニ
モ
此
地
山

陵
志
ノ
説
考
フ
ヘ
シ
ト
云
ヘ
レ
ト
モ
是
モ
亦
此
山
ノ
東
北
ノ
嵎
ヲ
取
リ
違
ヘ
且
尾
上
ハ
山
隅
尾
ノ
如
キ
モ

ノ
ヽ
上
ト
云
フ
ニ
深
ク
モ
泥
メ
レ
ハ
果
シ
テ
受
ケ
カ
タ
シ
、
丙
ハ
文
久
中
ヨ
リ
今
ニ
至
ツ
テ
綏
靖
天
皇
ノ
御
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七
〇

陵
ト
ス
ル
所
ニ
テ
元
禄
周
垣
成
就
記
ニ
ハ
神
武
天
皇
ノ
御
陵
ト
セ
シ
所
ナ
リ
、
謹
テ
按
ス
ル
ニ
円
融
帝
ノ
御

時
貞
元
二
年
大
和
守
藤
原
ノ
国
光
多
武
峯
ノ
僧
泰
善
カ
言
ニ
由
ツ
テ
此
地
ニ
神
武
帝
廟
及
ヒ
堂
宇
ヲ
創
立
セ

ラ
レ
シ
ハ
紀
元
ヲ
去
ル
已
ニ
遠
ク
一
千
六
百
余
年
ノ
後
ニ
シ
テ
其
言
元
来
仏
徒
妄
誕
ノ
説
ニ
出
テ
ヽ
畝
火
山

ノ
向
背
御
陵
ノ
御
在
所
ニ
モ
論
ナ
ク
一
向
已
ニ
便
利
ナ
ル
ヘ
キ
ノ
地
ソ
卜
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
是
ソ
神
武
天
皇

御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
誤
ル
ノ
第
一
期
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
、
是
ヨ
リ
稍
六
百
五
十
余
年
ヲ
経
テ
元
禄
十
年
ニ
至

リ
関
東
ノ
厳
命
ヲ
以
テ
御
陵
ノ
周
垣
ヲ
正
サ
レ
シ
時
其
役
ニ
指
レ
タ
ル
人
々
ノ
深
ク
モ
心
ヲ
用
ヒ
サ
ル
ヨ
リ

此
堂
廟
趾
ノ
神
武
田
ト
云
フ
ヲ
認
テ
コ
ヽ
ナ
リ
ケ
リ
ト
易
々
ト
定
メ
タ
ル
ハ
是
非
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
、
是
レ
御

陵
地
ヲ
謬
ル
ノ
第
二
期
ト
云
フ
ヘ
シ
、
是（

６
）ヨ

リ
後
チ
更
ニ
二
百
余
年
ヲ
経
テ
文
久
三
年
ニ
至
リ
御
陵
ニ
事
ア

リ
シ
日
モ
既
ニ
元
禄
ニ
於
テ
周
垣
ヲ
モ
正
サ
レ
シ
地
ト
云
ヒ
其
地
ニ
ミ
サ
ム
ザ
イ
ノ
名
サ
ヘ
ア
レ
ハ
同
シ
ク

コ
ヽ
ナ
ラ
ン
ト
掘
ツ
テ
深
キ
ニ
至
リ
種
々
ナ
ル
古
器
物
ヲ
得
タ
レ
ハ
之
ヲ
拠
ト
シ
テ
弥
々
今
ノ
新
御
陵
ヲ
定

メ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
カ
、
此
レ
コ
ソ
御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
誤
ル
ノ
第
三
期
ト
モ
申
ヘ
ケ
ン
、
カ
ケ
マ
ク
モ
カ
シ
コ

ケ
レ
ト
神
武
天
皇
ノ
真
御
陵
ハ
正
シ
ク
此
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
別
ニ
坐
ス
ヘ
キ
ハ
論
ナ
ク
其
別
ニ
坐
ス
ヘ
キ
真
御

陵
ノ
御
在
所
ヲ
茲
ニ
陳
述
ス
ル
ニ
方
リ
先
ツ
畝
火
山
ノ
形
勢
ヨ
リ
説
キ
起
ス
ヘ
シ

　

�

畝
火
山
ノ
形
勢
タ
ル
左
ノ
甲
乙
二
図
ニ
示
セ
ル
カ
如
ク
東
西

（
北
）ニ（
７
）聳

ヘ
岨
チ
西
南
ノ
寛
ク
延
タ
ル
野
中
ニ
独

立
セ
ル
丘
山
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
前
ニ
モ
言
ヘ
ル
如
ク
山
勢
ノ
寛
ク
延
ヒ
帝
都
ニ
向
ヒ
タ
ル
西
南
面
ヲ
以
テ
表
面

ト
シ
之
ニ
背
キ
テ
聳
ヘ
岨
チ
タ
ル
東
北
面
ヲ
以
テ
裏
面
ト（

８
）ス

ヘ
キ
ハ
山
ノ
形
勢
位
置
ニ
於
テ
論
ナ
キ
モ
ノ
ト
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ス
ヘ
シ
、
サ
テ
畝
火
山
ノ
表
裏
ト
位
置
ノ
確
ニ
定
リ
タ
ル
上
ハ
古
事
記
ニ
云
フ
白
檮
ノ
尾
上
ノ
地
ヲ
定
ム
ヘ

シ
、
サ
レ
ハ
尾
上
ト
云
フ
モ
尾
ト
云
フ
モ
我
俗
ニ
ハ
古
ク
ヨ
リ
総
テ
山
ノ
嶺
ヲ
言
ヘ
リ
ト
セ
ハ
先
当
時
帝
都

ヲ
相
シ
給
フ
ニ
畝
火
山
南
方
ノ
地
ニ
テ
シ
カ
モ
橿
樹
ノ
多
ク
生
シ
タ
ル
場
所
ハ
神
大
和
ノ
国
ノ
最
中
ニ
テ
其

地
位
殊
ニ
宜
シ
キ
ニ
協
ヒ
タ
レ
ハ
茲
ニ
帝
都
ヲ
定
メ
王
宮
ヲ
建
サ
セ
ラ
レ
名
ツ
ケ
テ（

９
）橿

原
ノ
宮
ト
称
シ
此
宮

樹
ハ
遠
ク
畝
火
山
ノ
頂
上
ニ
マ
テ
推
連
リ
テ
生
シ
タ
レ
ハ
即
チ
畝
火
山
ノ
頂
キ
ヲ
モ
同
シ
ク
橿
ノ
尾
上
ト
称

シ
給
ヒ
シ
ナ
ル
ヘ
シ
、
古
典
ニ
ハ
橿カ

シ

白カ

梶シ

訶カ

志シ

ト
サ
マ
〳
〵
ノ
文
字
ヲ
借
リ
用
ヒ
タ
レ
ト
モ
其
物
ハ
異
ル
コ

ト
ナ
シ
、
ソ
レ
カ
ク
ノ
如
ク
畝
火
山
ノ
頂
カ
即
チ
白
檮
ノ
尾
上
ナ
リ
セ
ハ
此
天
皇
ノ
御
陵
ハ
此
山
ノ
頂
ニ
在

サ
テ
ハ
協
ハ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
、
且
ツ
其
北
ノ
方
ト
言
ヘ
ル
ハ
帝
都
ノ
北
ニ
当
テ
之
ニ
向
ヒ
南
面
ヲ
表
ト
ス
ル
山

ナ
レ
ハ
其
山
頂
ハ
帝
都
ヨ
リ
云
フ
モ
山
形
ヨ
リ
云
フ
モ
北
方
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
、
既
ニ
古
事
記
ニ
云
フ
白
檮

ノ
尾
上
ノ
地
ヲ
知
リ
得
タ
レ
ハ
更
ニ
書
紀
ニ
云
ヘ
ル
丑
寅
ノ
嵎
ヲ
尋
ヌ
ヘ
シ
、
是
又
前
ニ
モ
云
ヘ
ル
カ
如
ク

畝
火
山
ハ
東
北
ニ
切
立
タ
ル
カ
如
ク
西
南
ニ
寛
ク
延
テ
更
ニ
東
北
ニ
向
ツ
テ
漸
ク
高
ケ
レ
ハ
此
第
一
高
キ
処

即
チ
長
ク
延
タ
ル
西
南
ノ
表
面
ヨ
リ
云
ハ
ヽ
正
シ
ク
丑
寅
ノ
嵎
ナ
ル
ヘ
シ
、
サ
レ
ハ
本
山
ノ
第
一
高
キ
処
カ

白
檮
ノ
尾
上
ニ
テ
白
檮
ノ
尾
上
ハ
ト
リ
モ
直
サ
ス
丑
寅
ノ
嵎
ナ
ル
コ
ト
甚
タ
明
ナ
リ
、
カ
ク
二
典
ニ
記
サ
レ

タ
ル
文
字
ハ
異
レ
ト
モ
御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
指
セ
ル
ハ
即
チ
同
一
ノ
地
ナ
リ
、
嗚
呼
尊
シ
ト
モ
有
難
シ
ト
モ
申

ス
ヘ
キ
様
ハ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
、
山
陵
志
ニ
モ
東
北
ノ
嵎
ニ
テ
白
檮
ノ
尾
上
ト
云
フ
処
ト
見
来
シ
ハ
其
二
典
ヲ
見

ニ
於
テ
ハ
活
眼
ト
云
フ
ヘ
ケ
レ
ト
実
際
ニ
至
リ
其
山
嵎
ト
ス
ル
処
ノ
指
ル
方
此
山
ヲ
越
エ
且
稍
東
北
ノ
麓
ニ



一
七
二

迄
下
リ
テ
コ
ヽ
ソ
此
山
ノ
嵎
ナ
リ
ト
見
テ
シ
ヨ
リ
土
人
カ
神
八
井
耳
ノ
命
ノ
冢
ナ
リ
ト
伝
エ
タ
ル
ニ
モ
カ
ヽ

ハ
ラ
ス
御
陵
ハ
此
ナ
リ
ト
言
フ
ニ
至
レ
リ
、
サ
レ
ト
之
ヲ
古
事
記
伝
ニ
書
紀
ノ
方
位
ニ
モ
拠
ラ
ス
綏
靖
陵
ト

ハ
伝
レ
ト
モ
神
武
天
皇
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
比
ス
レ
ハ
或
ハ
優
リ
タ
ル
カ
如
シ
ト
雖
モ
其
実
ハ
互
ニ
五
十
歩
百
歩

ノ
争
ヒ
ナ
ル
ノ
ミ
、
茲
ニ
古
事
記
ニ
云
フ
白
檮
ノ
尾
上
カ
直
ニ
書
紀
ニ
云
フ
丑
寅
ノ
嵎
ノ
御
陵
ナ
リ
セ
ハ
本

山
表
面
其
帝
都
ニ
向
ヒ
タ
ル
西
南
ノ
麓
ニ
於
テ
畝
火
山
口
ノ
神
社
趾
ア
ル
ヲ
見
テ
モ
当
時
ハ
正
シ
ク
畝
火
山

全
山
ヲ
以
テ
皇
祖
ノ
御
陵
山
ト
定
メ
給
ヘ
リ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
キ
コ
ト
モ
明
ニ
知
ラ
レ
ラ
タ
リ
、
カ
ク
ア
リ
テ

ヨ
リ
御
規
模
ノ
壮
大
ナ
ル
彼
ノ
神
代
ノ
御
三
陵
及
ヒ
畿
内
近
州
ナ
ル
著
名
ノ
大
山
陵
ニ
比
例
ス
ル
モ
御
大
祖

ノ
御
山
陵
ト
尊
称
シ
テ
恥
ナ
キ
モ
ノ
ト
云
フ
ヘ
ケ
レ
、
サ
レ
ハ
当
時
皇
太
子
ノ
御
孝
純
ヲ
以
テ
大
御
心
ヲ
専

ラ
御
喪
事
ニ
留
メ
給
ヘ
リ
ト
聞
ヘ
シ
モ
サ
モ
ア
リ
ナ
ン
ト
惶
ミ
奉
ル
ヘ
シ
、
ア
ニ
又
尊
ト
カ
ラ
ス
ヤ

（「
甲
」
図
〔「
第
一
図
畝
火
山
正
面
」〕
略
）

（「
乙
」
図
〔「
第
二
図
畝
火
山
後
面
」〕
略
）

第�

一
図
ノ
甲
ハ
夏
雲
等
カ
云
フ
本
山
丑
寅
ノ
隅
ニ
テ
白
檮
ノ
尾
上
ト
指
ス
処
ナ
リ
、
其
乙
ハ
御
旅
所
及
ヒ
慈
明

寺
村
ニ
テ
即
チ
本
文
ニ
云
フ
一
山
ヲ
総
括
ス
ル
ノ
地
理
ナ
リ
、
本
山
ノ
四
辺
諸
村
ア
リ
ト
雖
モ
此
山
慈
明
寺

村
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
天
然
自
然
ノ
地
形
ヲ
備
ヘ
此
所
旧
御
廟
ア
リ
シ
ソ
畝
火
全
山
ノ
御
陵
山
ナ
ル
知
ル
ニ
定

ル
ヘ
シ
、
而
シ
テ
四
条
村
ナ
ル
御
陵
ハ
貞
元
中
ノ
創
立
ニ
係
レ
ハ
新
御（

陵
）新

廟
又
ハ
別
御
廟
ト
云
フ
ヘ
シ
、
旧

御
廟
ハ
今
山
上
ニ
遷
シ
奉
リ
別
御
廟
ハ
今
大
窪
村
ニ
ア
リ
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第�

二
図
ノ
甲
ハ
土
人
ノ
伝
フ
ル
綏
靖
陵
ニ
シ
テ
古
事
記
伝
ニ
白
檮
ノ
尾
上
ト
云
ヘ
ル
所
ニ
当
リ
書
紀
ノ
方
位

ニ
拘
ハ
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
其
乙
ハ
土
人
ノ
神
八
井
ノ
墳
ト
伝
フ
ル
モ
ノ
ニ
テ
山
陵
志
ニ
丑
寅
ノ
嵎
白
檮
ノ
尾
上

ト
云
フ
所
ナ
リ
、
其
丙
ハ
文
久
中
ニ
定
リ
タ
ル
新
御
陵
ノ
ア
ル
所
ナ
リ

　

�

畝
火
山
一
ニ
御
峯
山
ト
云
フ
、
御
峯
ト
ハ
皇
祖
ノ
坐
マ
ス
大
峯
ナ
レ
ハ
之
ヲ
尊
称
ス
ル
ナ
リ
、
又
畝
火
山
口

ノ
神
社
ハ
中
古
ヨ
リ
山
頂
ニ
遷
シ
奉
リ
麓
ニ
ハ
其
御
旧
趾
ノ
ミ
ニ
テ
爰
ヲ
ハ
今
御
旅
所
ト
称
セ
リ
、
サ
レ
ハ

此
山
口
ノ
神
社
ハ
元
来
神
武
天
皇
ノ
御
廟
所
ナ
ル
ヲ
中
古
山
上
ニ
遷
シ
奉
リ
後
ニ
ハ
其
祭
神
モ
神
功
皇
后
ニ

テ
マ
シ
マ
セ
リ
ト
諸
書
ニ
ハ
見
ユ
レ
ト
此
御
山
ニ
神
功
皇
后
ヲ
祀
リ
奉
ル
ヘ
キ
謂
レ
ナ
シ
、
依
リ
テ
又
謹
テ

按
ス
ル
ニ
神
武
天
皇
ハ
人
皇
ノ
大
御
祖
ニ
マ
シ
マ
セ
ハ
当
時
ハ
此
御
陵
ヲ
人
皇
御
陵
ト
モ
此
御
山
ヲ
人
皇
山

ト
モ
土
人
ハ
称
シ
ケ
ン
ヲ
後
ニ
ハ
人
皇
ヲ
モ
人ニ

ン

王ノ
ウ

ト
サ
ヘ
申
シ
奉
ル
様
ニ
ナ
リ
テ
更
ニ
神
功
皇
后
ノ
大
御
名

ノ
一
時
世
ニ
高
カ
リ
シ
ヨ
リ
人シ

ン

皇コ
ウ

ヲ
ハ
神シ

ン

功ゴ
ウ

ト
シ
モ
土
人
ハ
思
ヒ
訛
レ
ル
コ
ト
モ
無
シ
ト
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
尋

テ
乱
レ
タ
ル
世
ノ
久
シ
キ
カ
程
ニ
ハ
終
ニ
然
ル
ヘ
キ
物
ノ
書
ニ
モ
其
訛
伝
ノ
マ
ヽ
ヲ
記
セ
シ
モ
ノ
カ
、
サ
レ

ハ
畝
火
山
口
ノ
神
社
ハ
上
ツ
代
神
武
天
皇
ノ
御
廟
ニ
テ
此
御
廟
ヲ
中
古
山
上
ニ
遷
シ
奉
リ
シ
ナ
レ
ハ
今
山
上

ニ
在
ス
、
御
社
ハ
神
武
天
皇
ノ
大
廟
ナ
ル
ノ
外
ハ
ア
ラ
シ
、
カ
ヽ
ル
訛
伝
ノ
例
ハ
先
ニ
モ
言
ヘ
ル
如
ク
神
武

田
ヲ
治
部
ノ
田
安
寧
陵
ヲ
姉
山
綏
靖
陵
ヲ
主
膳
塚
ナ
ト
云
フ
モ
ア
リ
、
又
九
州
ナ
ル
日
向
国
ハ
神
武
屢
神
都

ヲ
遷
サ
セ
ラ
レ
シ
地
ナ
レ
ハ
至
ル
処
古
陵
冢
モ
多
ク
中
ニ
モ
宮
崎
ノ
上
ツ
方
高
岡
郷
ノ
如
キ
ハ
其
原
頭
正
シ

ク
四
十
八
所
ノ
古
墳
ヲ
連
ネ
テ
遺
存
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
、是
等
ノ
墳
上
ニ
ハ
社
堂
ノ
ア
ル
ア
リ
、又
無
キ
ア
リ
、
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其
社
ア
ル
モ
ノ
ヲ
問
ヘ
ハ
曰
天
神
ナ
リ
、
天
神
ト
ハ
何
ソ
ヤ
ト
問
ヘ
ハ
天
満
天
神
ナ
リ
ト
答
ヘ
又
何
ノ
天
神

ナ
ル
ヲ
知
ラ
ス
ト
答
モ
ア
リ
、
其
堂
ア
ル
ヲ
問
ヘ
ハ
曰
地
蔵
ナ
リ
ト
云
へ
リ
、
是
レ
皆
上
ツ
代
ニ
ハ
天
ツ
神

国
ツ
神
ノ
称
呼
モ
正
シ
ク
其
天
ツ
神
ヲ
葬
シ
墳
ヲ
天
神
ノ
墳
ト
伝
ヘ
国
ツ
神
ヲ
葬
リ
シ
冢
ヲ
ハ
地
神
ノ
冢
ト

伝
ヘ
シ
ヲ
後
ニ
菅
原
ノ
神
ニ
天
満
天
神
ノ
号
ヲ
賜
ハ
リ
テ
天
満
天
神
ノ
御
名
世
ニ
高
カ
リ
ケ
レ
ハ
世
ニ
ア
ラ

ユ
ル
天
神
ノ
社
ハ
尽
ク
天
満
天
神
ノ
社
ナ
リ
ト
土
人
ハ
心
得
ル
カ
如
ク
成
リ
行
キ
シ
ト
同
シ
例
ト
モ
云
フ
ヘ

ク
、
又
薩
摩
国
可
愛
ノ
山
陵
ハ
古
ク
其
山
上
ニ
大
廟
ノ
在
リ
シ
ヲ
後
ニ
故
ア
リ
テ
山
腹
ニ
遷
シ
奉
リ
麓
ニ
ハ

別
ニ
御
廟
ナ
シ
、
大
隅
国
高タ

カ

屋ヤ

ノ
山
陵
ハ
山
上
ニ
小
社
ア
リ
、
麓
ニ
大
廟
ア
リ
、
又
同
国
吾
平
山
ノ
山
陵
モ

山
上
ニ
小
社
ア
リ
、
今
ハ
国
ヲ
隔
テ
日
向
国
鵜
戸
ノ
御
廟
ア
リ
、
是
古
ハ
大
隅
薩
摩
共
ニ
日
向
国
ナ
レ
ハ
当

時
ハ
国
ヲ
隔
テ
シ
ニ
ア
ラ
ス
、
是
等
ノ
例
ニ
由
ラ
ハ
此
天
皇
ノ
御
陵
モ
御
陵
所
ニ
小
社
ア
リ
テ
山
下
ニ
大
廟

ア
リ
シ
ヲ
後
ニ
山
下
ノ
大
廟
ハ
廃
シ
テ
山
上
ナ
ル
小
社
ノ
ミ
存
セ
シ
モ
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
果
シ
テ
然
ラ
ハ
後

ニ
山
口
ノ
神
社
ヲ
山
上
ニ
遷
シ
奉
リ
シ
ニ
ハ
ア
ラ
テ
山
上
ノ
御
社
ノ
ミ
カ
残
リ
タ
ル
ナ
リ
、
又
故
ア
リ
テ
後

世
神
功
皇
后
ヲ
此
山
ニ
祀
リ
奉
リ
シ
ニ
モ
セ
ヨ
古
事
記
ニ
云
フ
白
檮
ノ
尾
上
ハ
畝
火
山
ノ
頂
ニ
テ
書
紀
ニ
云

ヘ
ル
丑
寅
ノ
嵎
ハ
畝
火
山
上
ノ
嵎
ヲ
指
シ
畝
火
山
口
ノ
神
社
趾
ヨ
リ
之
ヲ
見
レ
ハ
畝
火
山
ノ
全
山
ハ
正
シ
ク

神
武
天
皇
ノ
御
陵
山
ナ
ル
ヘ
シ
ト
夏
雲
等
ハ
恐
ミ
ヲ
ソ
レ
ミ
考
ヘ
奉
ル
ナ
リ

　

�

サ
テ
モ
記
伝
ニ
ハ
ク
サ
〳
〵
論
シ
タ
ル
末
綏
靖
陵
ヲ
以
テ
此
天
皇
ノ
御
陵
ナ
リ
ト
云
ヘ
ル
ヲ
山
陵
志
ニ
ハ

暗
ニ
好
事
者
ノ
臆
断
ナ
リ
ト
言
ヒ
ナ
カ
ラ
山
陵
志
モ
亦
論
シ
タ
ル
末
神
八
井
耳
ノ
命
ノ
冢
ヲ
以
テ
此
天
皇
ノ
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御
陵
ナ
リ
ト
ス
ル
ハ
其
臆
断
ヲ
脱
レ
ス
、
今
夏
雲
等
亦
カ
ク
卑
見
ヲ
述
ヘ
終
ニ
畝
傍
山
全
山
ヲ
以
テ
御
陵
山

ト
ナ
シ
其
山
頂
ヲ
指
テ
白
檮
ノ
尾
上
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
亦
是
臆
断
ノ
外
ニ
出
ス
ト
言
ハ
ン
カ
、
然
レ
ト
モ
臆
断

ナ
ル
モ
ノ
ハ
皆
其
人
ノ
卓
見
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
願
ク
ハ
多
ク
衆
人
ノ
臆
断
ヲ
集
メ
塩
土
ノ
老
翁
ヲ
待
ツ
テ
之

カ
分
明
ナ
ル
教
ヲ
乞
ン
コ
ト
ヲ
心
誠
ニ
之
ヲ
求
メ
ハ
何
ノ
世
カ
淡
海
ノ
老
嫗
塩
土
ノ
老
翁
ノ
現
セ
サ
ル
ノ
時

ア
ラ
ン
ヤ
、
穴
賢
穴
賢

謹
テ
言
上
仕
候
、
別
冊
神
武
天
皇
御
山
陵
考
ノ
事
大
和
国
高
市
郡
畝
火
山
北
方
ニ
於
テ
文
久
三
年
ノ
頃
新
ニ
御

取
調
ノ
上
既
ニ
御
溝
渠
御
周
垣
ニ
至
ル
迄
御
厳
重
御
落
成
ノ
今
日
ヲ
以
テ
右
御
陵
地
ノ
真
偽
当
否
等
今
更
彼

是
陳
述
セ
ン
コ
ト
職
外
潜
越
ニ
渉
リ
恐
懼
ニ
堪
ヘ
サ
レ
ト
モ
乍
去
当
御
陵
地
ノ
兼
テ
相
違
セ
シ
コ
ト
ハ
往
々

世
人
中
ニ
モ
私
評
致
候
者
モ
不
尠
、
夏
雲
等
モ
再
次
本
州
ニ
立
入
右
新
御
陵
ヲ
拝
シ
奉
ル
毎
ニ
果
シ
テ
世
人
私

評
ノ
如
ク
全
ク
御
真
地
ニ
ハ
ア
ル
マ
シ
キ
事
ヲ
深
ク
疑
惑
セ
シ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
嘗
テ
前
王
廟
陵
記
ニ
モ
神
武
天

皇
ハ
神
武
草
昧
ノ
蹤
ヲ
継
キ
東
征
中
州
ヲ
平
ケ
テ
四
門
ヲ
開
キ
八
方
ヲ
朝
シ
王
道
ノ
興
リ
実
ニ
此
ニ
創
リ
我

国
君
臣
億
兆
ノ
当
ニ
尊
信
ヲ
致
ヘ
キ
ノ
廟
陵
ナ
リ
云
々

又
山
陵
志
ニ
モ
山
陵
ハ
猶
宗
廟
ノ
如
ク
苟
モ
有
之
無
ケ
レ
ハ
則
チ
臣
子
何
ヲ
カ
仰
カ
ン
、
臣
子
惟
コ
ヽ
ニ
仰
テ

則
チ
其
礼
隆
ナ
リ
律
ニ
謀
ツ
テ
山
陵
ヲ
毀
ツ
之
ヲ
大
逆
ヲ
謀
ル
ト
謂
フ
、
与
ニ
八
虐
ノ
一
ニ
居
リ
其
刑
重
シ
是

王
者
ノ
孝
ヲ
以
テ
天
下
ヲ
治
ム
ル
ノ
由
ツ
テ
基
ス
ル
所
ナ
リ
、
胡
ソ
其
レ
敬
畏
セ
サ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
云
々

今
皇
国
ノ
臣
民
ニ
シ
テ
親
シ
ク
御
陵
ヲ
奉
拝
セ
ン
モ
ノ
ア
ラ
ン
ニ
其
心
裏
既
ニ
御
陵
御
在
所
ノ
真
偽
ニ
疑
惑
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ヲ
抱
カ
ハ
敬
畏
尊
信
ノ
心
何
ニ
由
ツ
テ
生
ス
可
キ
カ
、
若
シ
抱
ク
処
ノ
疑
惑
ヲ
措
キ
強
テ
敬
畏
尊
信
ノ
状
ヲ
学

フ
カ
如
キ
ハ
却
テ
之
ヲ
瀆
シ
奉
ル
モ
ノ
ト
言
フ
ヘ
シ
、
殊
ニ
方
今
万
国
ノ
御
交
際
モ
日
ニ
広
ク
為
ニ
各
国
ヨ
リ

来
航
ノ
外
人
中
ニ
ハ
往
々
皇
国
ノ
古
典
ヲ
講
究
シ
古
言
ノ
訓
詁
ヲ
取
調
候
向
々
モ
有
之
哉
ニ
相
聞
ヘ
万
一
右

等
ノ
外
人
ニ
シ
テ
一
度
本
州
ノ
実
地
ニ
立
入
リ
適
々
皇
祖
御
大
陵
ノ
御
在
所
如
何
ニ
心
着
キ
其
口
頭
ヨ
リ
真

偽
当
否
等
世
上
ニ
論
弁
シ
或
ハ
内
外
新
聞
紙
其
他
ニ
掲
載
吹
聴
ス
ル
等
ノ
場
合
ニ
至
ル
ア
ラ
ハ
御
体
裁
ノ
関

係
モ
少
カ
ラ
ス
、
加
之
既
ニ
世
評
ト
同
ク
自
己
一
身
ニ
於
テ
モ
御
陵
御
在
所
ノ
当
否
ニ
深
ク
疑
惑
ヲ
抱
キ
尚
之

ヲ
シ
モ
忽
諸
ニ
附
セ
シ
コ
ト
皇
国
臣
民
ノ
分
ニ
於
テ
固
ヨ
リ
忍

マ
マ

難
ク
サ
レ
ハ
微
力
ノ
及
フ
所
之
ヲ
講
究
ス

ヘ
キ
ハ
勿
論
ニ
テ
既
ニ
講
究
ニ
因
テ
果
シ
テ
御
真
地
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
認
知
シ
之
ヲ
シ
モ
黙
止
セ
ン
コ
ト

ハ
更
ニ
不
忠
ノ
至
リ
ナ
ラ
ン
カ
、
且
幸
ニ
今
後
外
人
等
ノ
口
頭
ニ
モ
係
ラ
ス
漸
ク
世
ノ
私
語
モ
此
儘
日
ニ
消
滅

ニ
属
ス
ル
ニ
至
ラ
ハ
終
ニ
万
世
不
抜
ノ
御
勲
業
ア
ル
我
皇
祖
ノ
御
大
陵
ハ
永
遠
其
御
真
地
ヲ
失
ヒ
今
ノ
幸
ハ

却
テ
皇
国
臣
民
ニ
大
不
幸
ノ
之
ニ
過
キ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
是
則
チ
愚
考
ヲ
陳
述
ス
ル
所
以
ナ
リ
、
願

ク
ハ
其
徴
哀
ヲ
納
レ
ラ
レ
以
テ
越
俎
ノ
言
ヲ
罪
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
免
ル
ヽ
ヲ
得
ハ
何
ノ
幸
甚
カ
之
ニ
過
キ
ン
、

恐
懼
九
拝
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註（
１
）「
御
年
」
は
、
図
書
寮
文
庫
本
に
よ
っ
て
補
う
。

（
２
）「
己
卯
歳
～
夏
雲
曰
ク
」
は
、
図
書
寮
文
庫
本
に
よ
っ
て
補
う
。

（
３
）「
ト
」
は
、
図
書
寮
文
庫
本
に
よ
っ
て
補
う
。

（
４
）「
ハ
」
は
、
図
書
寮
文
庫
本
に
よ
っ
て
補
う
。

（
５
）「
京
都
」
は
、
図
書
寮
文
庫
本
に
よ
っ
て
補
う
。

（
６
）
図
書
寮
文
庫
本
に
よ
り
改
行
を
し
な
い
。

（
７
）
本
文
註
（
14
）
参
照
。

（
８
）「
シ
之
ニ
背
～
裏
面
ト
」
は
、
図
書
寮
文
庫
本
に
よ
っ
て
補
う
。

（
９
）
図
書
寮
文
庫
本
に
よ
っ
て
改
行
を
し
な
い
。

　

本
論
文
は
、
平
成
二
十
九
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
金
「
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
に
よ
る
長
慶
天
皇
陵

「
伝
説
箇
所
」
の
「
調
査
」「
審
議
」
―
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
録
』
か
ら
―
」
に
よ
る

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
研
究
課
題
と
本
論
文
の
タ
イ
ト
ル
が
異
な
る
の
は
、
近
代
に
お
け
る
陵
墓
を
め

ぐ
る
動
向
を
考
え
る
に
際
し
て
、
陵
墓
の
治
定
に
疑
義
を
呈
す
る
事
象
を
幅
広
く
捉
え
る
こ
と
が
有
効
と
判
断

し
た
こ
と
に
よ
る
。


